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社会福祉法人 足立邦栄会 

令和６年度（２０２４年度）事業報告 

 

≪法人本部／経営会議≫ 

 

<総括> 

１．理事会・評議員会の開催状況 

   令和 6 年度は、法人の意思決定機関である理事会および評議員会を、定款および定款細則にもと

づき適正に開催し、組織運営の透明性と正当性を確保しました。定時理事会および定時評議員会は 

年３回実施され、法人の事業計画、決算報告、定款変更等に関する重要議案について審議が行われ   

ました。また、臨時理事会は年２回開催され、中和泉地域生活拠点グループホームえだまめ（東京都

狛江市）の整備に関する備品購入契約および工事請負契約の変更等、急を要する案件に迅速に対応し

ました。 

 

２．令和６年度財務状況と経営体制 

  令和６年度財務状況は、黒字決算の報告をすることができました。法人経営の一層の安定化と効率

化を目指し、毎月２回の経営会議において財務状況の分析および戦略的な意思決定を行うとともに、

各ブロックにおける会議体では PDCA サイクルを徹底し、各現場における運営方針の 適正な実行

とふりかえりを実施しました。これらの取り組みは、事業所間連携および協力体制の土台づくりにも

つながりました。また、令和６年９月１９日付で厚生労働省より発出された「協働化・大規模化等に

よる介護経営の改善に関する政策パッケージ」では、今後の社会福祉法人経営における持続可能性の

確保が強く求められており、法人としても経営の協働化・大規模化、生産性の向上に資する取り組み

の重要性を認識しています。今後は国のガイドライン等を踏まえ、法人内外との連携を深化させ、 

より効率的かつ高質なサービス提供体制の構築に向けた組織運営をすすめていきます。 

 

３．VISION2028 

令和６年度は、法人が掲げる中長期ビジョン「VISION2028」の具現化に向けた確かな一歩を  

すすめるとともに、地域に根ざした社会福祉法人としての使命と責任を再確認し、その役割を一層強

化する１年となりました。法人全体としては、「4 つのオンリーワンチーム」を中核に据え、部門間

の有機的な連携を図りながら、経営の透明性向上と意思決定の迅速化を推進し、ガバナンス体制の 

整備と機能強化に努めました。また、地域住民の多様化・複雑化する福祉ニーズに応えるため、新規 

事業の構築や既存事業の再編整備をすすめるとともに、施設環境の整備（ハード面）と専門性のある 

サービス提供体制の強化（ソフト面）の両輪をもって、法人の社会的価値の向上に取り組みました。  

取り組みの成果として、財務状況は堅調に推移し、持続可能な法人運営に向けた基盤は着実に強化 

されています。一方、急速に変化する社会情勢や福祉政策、そして、慢性的な人財確保難といった、 

外的環境の変化に伴う新たな課題も顕在化しています。こうした状況を的確に捉え、法人が地域社会

における必要不可欠な存在であり続けるためには、従来の枠組みにとらわれない柔軟な発想と、挑戦

が不可欠です。 
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４．今後の取り組みと展望 

当法人のサービス活動収入は、年間約１４億円の規模に達し、地域福祉の基盤を支える重要な  

社会資源として、継続的な責任を担っています。今後も、急速に変化する地域ニーズや社会課題に 

対応するため、「VISION2028」に掲げた将来像を中核に据え、柔軟かつ機動的な事業運営を展開し

ていきます。特に、施設整備や人財確保に係る大規模投資が継続するなか、公的補助金や民間助成金

等の外部資源を戦略的に活用し、財務の健全性と弾力性を確保することが不可欠です。合わせて法人

ガバナンスの一層の強化、説明責任の遂行、関係機関や地域住民との連携の深化を通じて、地域に 

信頼される社会福祉法人としての役割を果たしていきます。 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）４つのオンリーワンチームの活動を軸に、法人組織体制を整えます。 

設定理由・・・マネージャー職以上の管理職が、部、チームの活動実績と成果をあげることで

管理職育成につながり、強固な組織体制が構築できるから。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①法人の理事会に次ぐ最高会議体としての

役割を担います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ブロック運営およびサービス提供チー

ム、財務部、人財部、情報マーケティング

部が連携し、経営マネジメントに取り組み、

法人にかかわるすべてのひとたちを支え 

ます。 

 

 

 

 

 

③法人の事業運営の執行機関である理事

会、議決機関である評議員会、評議員選任 

解任委員会の適切な運営、開催をすること

で、組織として法人のガバナンスの強化を

図ります。 

①法人理事会に次ぐ最高会議体としての法人ミー

ティングを開催しました。月初に理事３名による

法人ミーティングを定例開催し、各月の事業計画

の進捗状況を踏まえた対応・方針を検討しました。

ミーティングで合意された内容は、経営会議で 

審議・承認され、その後、各ブロックや部門に速や

かに伝達しました。合わせて、現場からの提案や 

検討事項も経営会議に上申される仕組みがあり、  

双方向の情報共有と意思決定を可能としてい  

ます。これにより、事業運営の透明性が確保され、

組織全体の一体感を醸成することができました。 

②ブロック運営と横断的部門の連携による経営 

マネジメントの推進をしました。縦軸であるブロ

ック運営と、横軸であるサービス提供チーム、人財

部、財務部、情報マーケティング部の連携を強化

し、法人全体としての経営マネジメントを推進し

ました。それぞれの部門において役割と方向性が

明確になり、連携のもとでの実践がすすんでい 

ます。法人にかかわるすべてのひとを支えるため

の体制として、着実に成果をあげており、組織運営

の安定と発展に貢献しました。 

③法人のガバナンス強化に向けた会議体の適正な

運営をしました。法人の執行機関である理事会、 

議決機関である評議員会は、定款および定款細則

にもとづき、適切に開催・運営し、必要な審議は 

滞りなく承認されています。理事会、評議員会に
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は、ブロック長、エリア長、ブロック事務長が参加

し、具体的な事業運営の報告をするとともに、理事

会、評議員会でいただいたご意見等を事業運営に

直接反映することができました。これらの会議体

の機能を着実に果たすことにより、法人のガバナ

ンス体制の強化と、意思決定の透明性確保に努め

ました。令和６年度に評議員の欠員は生じなかっ

たため、評議員解任選任委員会の開催はありませ

んでした。 

通期評価 今後に向けて 

マネージャー職以上の管理職が部門・チームの活動

をとおして実績と成果を積み上げることにより、 

管理職の育成と組織力の向上を図り、強固な法人 

組織体制の構築に取り組みました。「４つのオンリー

ワンチーム」の活動を軸とした法人組織体制の整備

は成果をあげています。事業計画にもとづく法人 

運営は概ね予定どおりに進行し、令和６年度の財務

状況については黒字決算を報告することができ、 

安定した経営が継続されています。また、ブロック 

運営と「VISION2028」にもとづく活動は、ご利用

者や職員を巻き込んだ取り組みとして継続されて 

おり、理念が一般職層にも浸透し始めています。加え

て、地域活動の拡大により、外部での発表の機会も 

増え、法人の取り組みが外部にもひろがりを見せて

います。 

厚生労働省をはじめとする行政からは、

福祉サービス事業者に対して経営の協働

化・大規模化、生産性の向上などが強く 

求められています。こうした社会的要請

を踏まえ、法人全体として柔軟かつ戦略

的に取り組む必要があります。また、中和

泉地域生活拠点グループホームえだまめ

の建設費をはじめ、建物の大規模改修や 

修繕に伴う支出も継続しています。公的

補助金や民間助成金等の外部資源を効果

的に活用し、財務基盤の一層の安定化と

持続的な組織運営の実現を目指していく

必要があります。 

 

（２）地域に求められているハード、ソフト両面からの社会資源整備を図ります。 

設定理由・・・VISION2028 の活動から得られる地域情報やつながりを活用し、新規事業の  

計画、開設をとおし、サービス提供チーム、財務部、人財部、情報マーケティン

グ部が連携していくことで、多様化・複雑化している福祉ニーズの具体的課題に

応えていくため。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①中和泉地域生活拠点グループホームの 

開設（令和 6 年１１開設予定） 

 

 

 

 

 

 

①令和６年８月３１日に建物の引き渡しを受け、

１１月１日に予定どおり開設しました。ご利用者

は１１月中に定員１２名がすべて入居いただき、

新しい生活を始めています。また、短期入所事業

は、ご利用者の生活が落ち着き、職員のサービス 

提供体制構築のため、令和７年４月１日の開設に

延期しました。開設にあたっては、各部門が密に 

連携しながら対応しました。経営会議の冒頭では
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②狛江市内グループホームの計画 

 

 

 

③休止している認知症通所介護の再編事業

の検討 

 

 

 

 

 

 

 

④在宅向け新規事業の検討 

新規事業の進捗管理として、管理者からの報告を

定例化し、課題と対応策、方針を決定しました。 

そのうえで、人財部が職員採用・研修を、財務部が

予算管理を、情報マーケティング部がホームペー

ジや広報を、サービス提供チームが地域との連携

やコラボ企画の調整を担い、部門横断で取り組み

をすすめました。 

②ご利用者宅を利用したグループホーム計画は、

当初１１月１日同時開設で計画がすすんでいまし

たが、オーナー様の都合により延期となり、結果と

して２月１日に開設をしました。 

③認知症通所介護については、引き続き休止し、 

代替措置として、通所介護の定員を２０名から 

２８名へと増員したほか、生活介護においては 

２便制を導入しました。さらに、定員増加や医療的

ケアの導入に向けた検討もすすめており、既存 

資源の有効活用を図りました。その結果、下半期の

利用率、財務状況は堅調に推移しているため、令和

７年度に、認知症通所介護事業は「廃止」する方針

としました。 

④在宅分野における新規事業については、世田谷

区の事業公募説明会に参加し、事業内容の検討を

しましたが、ご利用者にとってメリットがないと

判断し、公募の参加はしませんでした。また、近隣

における土地・建物活用の可能性についても検討

をすすめましたが、費用が予想を上回り断念し  

ました。新規事業運営にはつながりませんでした

が、地域ニーズを踏まえた事業展開に向けた基礎

づくりができました。 

通期評価 今後に向けて 

「VISION2028」の活動をとおして得た地域情報や

つながりを活用し、地域の多様化・複雑化する福祉 

ニーズに応えるため、新規事業の計画・開設を推進 

しました。サービス提供チーム、人財部、財務部、 

情報マーケティング部の連携体制のもと、地域に 

必要とされる社会資源の整備をすすめました。中和

泉地域生活拠点グループホームの開設では、各部門

の連携による準備体制が構築され、地域とのつなが

りを活かした事業推進が実現できました。法人とし

ての地域貢献の姿勢を具現化する機会となりま  

今後の新規事業の展開は、行政から発出

されている「福祉サービス提供者の経営

の協働化・大規模化等による介護経営の

改善」を鑑み検討していく必要があり 

ます。人財不足が深刻化するなか、職員の 

採用、定着の推進、働き方改革も含め、 

法人の未来を堅実に見極めていく必要が

あります。今後も地域の福祉ニーズを 

的確に捉え、法人としての社会的役割を

果たすため、新規事業の推進と既存事業
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した。認知症通所介護の廃止の方針を決定しました

が、引き続き調整が必要な課題もあります。地域福祉

の要請に応じた新たな社会資源の整備は、法人の 

中長期的な成長の要であり、今後も行政施策や地域

動向を的確に捉えながら、事業展開をすすめていき

ます。 

 

の再構築を並行してすすめていきます。 

中和泉地域生活拠点の開設を契機に、 

法人全体の資源活用を最大化し、サービ

ス提供の質と幅を広げていくことが求め

られます。部門間の連携と外部との協議

を重ねながら、より持続可能な事業構築

を目指します。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 理事会 

日付 活動(会議)名 内容 

4/23 臨時理事会（第 1 回） 

方法：書面 

・（仮称）中和泉グループホーム計画新築工事に伴う 

備品等購入契約の件 

６/1 定時理事会（第２回） 

出席：理事６名 監事２名 

事務局２名 

方法：Zoom・対面 

・令和５年度事業報告、計算書類及び財産目録の件 

・令和５年度決算にかかわる前期末支払資金残高の 

取崩し、施設整備等積立金の取崩し、および施設  

整備等積立金の件 

・令和６年度第一次補正予算の件 

・狛江市猪方 3 丁目共同生活援助（グループホーム）

事業者指定申請の件 

・給与・退職金規程及び有期契約職員就業規則の一部

変更の件 

・運営規程等の一部変更の件（足立ブロック） 

・定時評議員会招集の件 

8/17 臨時理事会（第３回） 

方法：書面 

・（仮称）中和泉３丁目グループホーム計画新築工事 

請負契約変更の件 

１１/2 定時理事会（第４回） 

出席：理事６名 監事１名 

事務局２名 

方法：Zoom ・対面 

決議事項１ 

・定款の一部変更の件（基本財産の増加） 

決議事項２ 

・令和６年度上半期事業報告の件 

・令和６年度第二次補正予算の件 

・独立行政法人福祉医療機構による基本財産抵当権設

定及び解除の件 

・狛江市猪方３丁目共同生活援助（グループホーム 

やまぼうし）事業開始延期の件 

・運営規程等一部変更および制定の件（多摩ブロック） 

・給与・退職金規程、有期契約職員就業規則および  

就業規則の一部変更の件（７／１理事長先決にもと

づく規程の変更） 

・経理規程の一部変更の件（サービス区分追加） 
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・石川県能登半島沖地震に係る災害義援金寄附金の件 

・臨時評議員会招集の件 

3/15 定時理事会（第４回） 

出席：理事５名 監事２名 

事務局２名 

方法：Zoom・対面 

・令和６年度 第三次（最終）補正予算の件 

・令和７年度事業計画（案）、当初予算（案）の件 

・認知症対応型通所介護事業廃止の件 

・運営規程の一部変更の件 

・就業規則等の一部変更の件 

・令和７年度 公益事業受託契約の件 

・令和７年度 送迎業務委託契約の件 

・令和７年度 施設管理業務委託契約の件 

・臨時評議員会招集の件 

 

（２）実施状況 評議員会 

日付 活動(会議)名 内容 

6/22 定時評議員会 

出席：評議員５名 理事３名 

事務局２名 

方法：Zoom・対面 

・令和５年度事業報告、計算書類および財産目録の件 

・令和５年度決算にかかわる前期末支払資金残高の 

取崩し、施設整備等積立金の取崩しおよび施設整備

等積立金の件 

・令和６年度第一次補正予算の件 

・狛江市猪方 3 丁目共同生活援助（グループホーム）

事業者指定申請の件 

11/16 臨時評議員会 

出席：評議員４名 理事３名 

事務局２名 

方法：Zoom・対面 

決議事項１ 

・定款の一部変更の件（基本財産の増加） 

 

決議事項２ 

・令和６年度上半期事業報告の件 

・令和６年度第二次補正予算の件 

・独立行政法人福祉医療機構による基本財産抵当権 

設定および解除の件 

3/29 臨時評議員会 

出席：評議員５名 理事３名 

事務局２名 

方法：Zoom・対面 

・令和６年度 第三次（最終）補正予算の件 

・令和７年度事業計画（案）、当初予算（案）の件 

・認知症対応型通所介護事業廃止の件 

 

（３）実施状況 経営会議 

日付 活動(会議)名 内容 

毎月第１ 

金曜日 

 

法人ミーティング 

 

・経営会議の議題として以下の内容を検討し、方針の 

決定をする。 

・経営状況の報告、分析、今後の方針 

・社会資源の整備 
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・VISION2028 進捗確認 

・経営マネジメント 

4/12 第１回 経営会議 ・財務報告、分析 狛江拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認 

・経営マネジメント 報酬改定、障害者雇用納付金、 

令和５年度事業報告、理事会・評議員会 

4/26 第２回 経営会議 ・財務報告、分析 リブインさくら拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認、人事 

・経営マネジメント 処遇改善の考え方、東京都居住 

支援金の手当名、上乗せ支給分名目、障害者雇用 

納付金、第三者評価、ＢＣＰ訓練、理事会・評議員

会議案、東京都社会福祉協議会経営者協議会 

5/10 第３回 経営会議 ・財務報告、分析 みずき拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

休止している認知症通所介護の再編事業の検討 

・VISION2028 進捗確認、新セクション（労務） 

・経営マネジメント 報酬改定による就業規則等の 

変更、障害者雇用納付金、賞与、L-クラウド、 

ＢＣＰ訓練 

5/24 第４回 経営会議 ・財務報告・分析 決算財務分析、最終補正予算流用、 

予算書、財務報告要旨 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認、新卒採用戦略 

・経営マネジメント 賞与、居住支援手当、令和５年

度人事考課最終結果 

5/29 第５回 経営会議 ・経営マネジメント 居住支援手当 

6/14 第６回 経営会議 ・財務報告・分析 さくら・かえで拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認、ＭＧ会議 

・経営マネジメント 退職者の賞与、居住支援手当・ 

処遇改善手当の一本化、給与規程別表、有期契約 

職員就業規則、虐待防止・身体拘束廃止に関する 

指針、高齢者・障害者雇用状況等報告、ＢＣＰ訓練 

6/28 第７回 経営会議 ・財務報告・分析 狛江拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認、関ブロ 

・経営マネジメント 給与規程別表・有期契約職員、 

就業規則の改定 
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7/10 第８回 経営会議 ・財務報告・分析 リブインさくら拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認、法人機関広報誌 

・経営マネジメント 給与規程別表・有期契約職員、 

就業規則の改定、理事会・評議員会 

7/26 第９回 経営会議 ・財務報告・分析 みずき拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認 今後の採用戦略、グッ

ドスマイル賞、フィードバック研修、プレゼン 

・経営マネジメント 社会保障社会福祉をめぐる動向

について、福祉人材センター研修、育児・介護休業 

規程様式  

8/9 第１０回 経営会議 ・務報告・分析 さくら・かえで拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 進捗確認 ＭＧ会議、インプット、

グッドスマイル賞、法人全体保険 

・経営マネジメント 最低賃金、ＢＣＰ訓練、理事会・

評議員会議案、人事関連 

8/23 第１１回 経営会議 ・財務報告・分析 狛江拠点 

・社会資源整備 えだまめ入札、内覧会、建物登記、  

定款変更、やまぼうし進捗 

・VISION2028 インプット、ストレスチェック、  

採用法人動画作成、法人機関広報誌 

・経営マネジメント 自動車・施設損害保険 

東京都社会福祉協議会経営者会議「調査研究委員会

ヒアリング、障がい者雇用納付金関係業務調査 

9/13 第１２回経営会議 ・財務報告・分析 リブインさくら拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

 入居候補者、補助金申請、事業所指定申請、内覧会 

・VISION2028 インプット、ストレスチェック、  

・経営マネジメント 喫煙について、令和７年度管理

職人事、東京都社会福祉協議会経営者会議「調査研

究 委員会ヒアリング、最低賃金、ＢＣＰ委員会、

ハラスメント、障害者雇用納付金関係業務調査 

9/27 第１３回 経営会議 ・財務報告・分析 みずき拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

 職員研修、内覧会・開所式 

・VISION2028 研修体制、ラフールサーベイ、 

関東甲信越ブロック研修大会 

・経営マネジメント 最低賃金、令和７年度管理職  
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人事、ＢＣＰ訓練、上半期事業報告、就業規則・  

経理規程、運営規程等の変更 

10/11 第１４回 経営会議 ・財務報告・分析 なし 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

 世田谷区障害者施設の整備運営事業所公募、さくら

近隣土地活用、狛江市内ＧＨ増床 

・VISION2028 機関広報誌、研修体制の構築、ラフ

ールサーベイの活用、ニコニコキャンペーン、新卒

用パンフレット 

・経営マネジメント 令和７年度管理職人事、事業計

画骨子、経営協ヒアリング、インプット、人事考課

最終考課委員会、法人全体会、ハラスメント、予防

接種 

10/25 第１５回 経営会議 ・財務報告・分析 さくら・かえで拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

 世田谷区障害者施設の整備運営事業所公募、さくら

近隣クリニック活用・狛江市内ＧＨ増床 

・VISION2028 機関広報誌、研修体制の構築、ラフ

ールサーベイの活用、ニコニコキャンペーン、新卒

用パンフレット 

・経営マネジメント 障害者雇用納付金調査、法人 

全体会、令和７年度管理職人事、事業計画骨子、  

法人全体会、居住支援特別手当 

11/8 第１６回 経営会議 ・財務報告・分析 さくら・かえで拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗、世田谷

区障害者施設の整備運営事業所公募、さくら近隣土

地活用・足立障害者施設の検討、狛江市内ＧＨ増床 

・VISION2028 採用ホームページ 

・経営マネジメント 令和７年度管理職人事、就業規

則の変更、個人情報保護、離職防止・ハラスメント

研修、令和７年度第三者評価、離職率・有給休暇取

得率、健康経営の取り組み 

11/22 第１７回 経営会議 ・財務報告・分析 こまえ拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

 世田谷区障害者施設の整備運営事業所公募・さくら

近隣クリニック活用・狛江市内グループホーム増床 

 足立区地域生活拠点 

・VISION2028 機関広報誌、研修体制の構築、  

ラフールサーベイの活用、ニコニコキャンペーン、

新卒用パンフレット 
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・経営マネジメント 労務関係書類、多摩ブロック  

管理課会議、人事考課評価軸、法人全体会、ラフー

ルサーベイの活用、令和７年度管理職人事、個人 

情報保護、ハラスメント研修、賞与支給率、人事 

12/12 第１８回 経営会議 ・財務報告・分析 リブインさくら拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

 世田谷区障害者施設の整備運営事業所公募・さくら

近隣クリニック活用 

・VISION2028 研修体制の構築、今後の採用計画、

採用ホームページ、機関紙広報誌 

・経営マネジメント ｉＤｅＣｏ、事業所数、給与  

厚生・評価の仕組み、ＷＡＭデータ入力、管理者テ

レワーク、協力医療機関と運営基準、Ｌ－クラウド

メンバー選定基準 

12/27 第１９回 経営会議 ・財務報告・分析 みずき拠点 

・社会資源整備 えだまめ短期入所開所延期・やまぼ

うし進捗、さくら近隣クリニック活用進捗 

・VISION2028 ２６卒採用対策、リファラル採用 

職員キャリアパス対応型生涯研修課程、ＭＧ会議 

・経営マネジメント ＷＡＭデータ入力、一般事業主

行動計画、異動・キャリア形成アンケート、ハラス

メント規程、狛江エリア人事、意思決定支援講義、

ＤＸ化、事業計画書式 

1/10 第２０回 経営会議 ・財務報告・分析 さくら・かえで拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗、 

さくら近隣クリニック活用進捗 

・VISION2028 ２６卒採用対策、リファラル採用 

ＭＧ会議、 

・経営マネジメント  令和７年度人事および事業  

計画、組織図、重大事故・事故・ヒヤリハット、   

第三者評価、運営基準で定める委員会、事業所の数 

確認、ＷＡＭデータ入力、一般事業主行動計画、  

異動・キャリア形成アンケート、ハラスメント規程、

意思決定 支援講義、法人単位計算書類 関係等調

製責任者、Ｌ-クラウド活用方法、管理職リモート 

ワーク、新規事業財務関連精算 

1/22 第２１回 経営会議 ・財務報告・分析 狛江拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗、 

さくら近隣クリニック活用進捗 

・VISION2028 ＭＧ会議、令和７年度体制、採用  
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ホームページ 

・経営マネジメント 意思決定支援研修、令和７年度 

事業計画骨子、法人役員改選 

2/14 第２２回 経営会議 ・財務報告・分析 狛江拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗、 

さくら近隣クリニック活用進捗 

・VISION2028 ＭＧ会議、令和７年度体制、採用  

ホームページ 

・経営マネジメント 給与シミュレーション、処遇 

改善ベースアップ、規程見直し、多摩ブロック取引

金融機関、役員改選、みずき有給休暇、令和７年度

管理職人事、令和７年度法人本部役割、インプット 

2/28 第２３回 経営会議 ・財務報告・分析 補正予算、令和７年度予算、財務 

報告要旨、 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗、 

さくら近隣クリニック活用進捗 

・VISION2028 ＭＧ会議、令和７年度体制、採用  

ホームページ、人財部の構成 

・経営マネジメント 補助金申請、処遇改善加算、  

多摩ブロック取引金融機関、令和７年度事業計画、

給与シミュレーション、運営規程の変更、就業規則・

ハラスメント防止規程、協賛広告、役員選任、令和

７年度管理職人事、、令和７年度法人本部の役割 

3/7 第２４回 経営会議 ・財務報告・分析 給与シミュレーションと処遇改善 

加算、処遇改善加算 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗、 

さくら近隣クリニック活用結論 

・VISION2028 ＭＧ会議、令和７年度体制、採用 

ホームページ、人財部の構成 

・経営マネジメント 全国身体障害者協議会研究 

大会実践発表会、役員改選、令和７年度管理職  

人事、法人本部の役割、グッドスマイル賞 

3/27 第２５回 経営会議 ・財務報告・分析 みずき拠点 

・社会資源整備 えだまめ・やまぼうし進捗 

・VISION2028 ＭＧ会議、令和７年度体制、採用 

ホームページ、人財部の構成、 

・経営マネジメント 定款変更、処遇改善加算、令和

７年度事業計画、労務関連書類、障害者雇用納付金、 

かえで地域生活拠点立候補、管理課・事務本部機能 

 職員全大会、令和７年度管理職人事、今後の予定 
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（２）特記事項 役員等に関する事項  

  １）評議員 

氏 名 備 考 

西島 久雄 医療法人社団大和会 大内病院 医師 

嶋貫 真人 大妻女子大学人間関係学部人間福祉学科 教授 

要 厚子 社会福祉士 

原田 まち子 民生・児童委員、みずき第三者委員 

横山 年子 元民生・児童委員、みずき第三者委員 

近藤 悦子 民生・児童委員 

宮本 明彦 NPO 法人がるまる代表 

  任期：令和３年６月２６日から就任後４年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時

評議員会の終結の時まで 

  ２）理事・監事 

役 職 氏 名 備 考 

理事長 新井 五輪子 （社福）足立邦栄会 

理事 足立 良康 （社福）互恵会理事長、ケアハウスはごろも施設長 

理事 横田 修 皿沼東町会長・元入居者家族 

理事 徳武 孝 （社福）足立邦栄会 障害者支援施設みずき施設長 

理事 畠山 千春 （社福）村山苑 本部 介護保険事業責任者 

理事 伊藤 剛 （社福）足立邦栄会 特別養護老人ホームさくら施設長 

監事 田村 幸太郎 弁護士 

監事 中島 伸一 公認会計士 

任期：令和５年６月２４日から就任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時

評議員会の終結の時まで 
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【サービス提供チーム】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）笑顔セクション・食セクションそれぞれ、これまでの取り組みをベースに新たなチャレンジも

加えながら、ご利用者の楽しみ・笑顔、職員間の交流、地域の方とのつながりを意識した取り組

みを企画・実施します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①法人内一体的なイベントを含め、それ 

ぞれのセクションが、地域の方とのつなが

り、法人内のつながりを意識した活動・取り

組みを企画・実施します。 

②イベントをはじめ各取り組みについて

は、掲示物含め事前にわかりやすくお知ら

せするなど、関心や参加意欲が高まるよう

工夫します。 

③広報誌や法人ホームページ、インスタ 

グラムなどさまざまなツールを用いて、法 

人内外に向けて活動の様子を発信します。 

①法人内一体イベントとして、笑顔セクションは 

「クイズ大会」「ボッチャ大会」、食セクションは

「献立交換」「巨大ケーキでデコりんこ」を実施 

しました。 

②イベント開催にあたって、ご利用者向けには 

事前にポスターを掲示しました。特に笑顔セクシ

ョンの「クイズ大会」「ボッチャ大会」ポスターは

ご利用者にデザインの協力をいただきました。 

③笑顔セクションは「悲喜こもごも」、食セクシ 

ョンは「たのしくパクりんこ」「けんこうつうしん」

にて、ご利用者や職員に向けた発信をしました。 

法人外（地域）に向けては笑顔・食セクションどち

らも法人一体イベントを法人ホームページで、 

食セクションはインスタグラムを活用し、法人内

各事業所の食に関する取り組みを発信しました。 

通期評価 今後に向けて 

今年度はこれまでの取り組みを、ご利用者により 

参加していただけるようブラッシュアップできま 

した。笑顔セクションはイベントポスターをご利用

者と一緒に作成しました。食セクションは「献立  

交換」について、ご利用者によりワクワクしていただ

こうと食材や料理ジャンルを決める抽選会を、法人

内事業所をオンラインでつないで行いました。地域

の方とのつながりについては、笑顔セクションの 

「ボッチャ大会」では、令和５年度に続き、鹿浜菜の

花中学校の生徒さんにも参加いただき、交流を持つ

ことができました。 

笑顔セクションは「ボッチャ大会」以外の

イベントについても、地域との交流を 

考えていきます。食セクションについて

も法人運営のカフェを活用し、ご利用者・

ご家族・地域の方のつながりに向けた 

動きができればと考えます。両セクショ

ンともこれまでの取り組みをふりかえ

り、よりご利用者にとって有意義なもの

にできるよう、ブラッシュアップしてい

きます。 

 

（２）笑顔セクション・食セクション共同企画（コラボレーション）を実施します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①ご利用者向け 

・ご利用者に楽しく参加いただけるイベン

トを企画・実施します。 

①１１月に「かつらむきむき！ちぎってちぎっ

て！選手権」を実施しました。コラボレーションイ

ベントを企画する際には、どのような「ご利用者に
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・イベントの内容によっては準備段階から

一緒に取り組めるよう検討します。 

 

 

 

②地域の方向け 

・ご利用者ご家族や関係団体に参加いただ

けるよう検討し、参加調整を行います。 

・イベント実施後は、広報誌やインスタグ

ラムにて情報発信を行います。 

③職員向け 

・笑顔セクション、食セクションメンバー

混合でペアワークを行い、異職種を含め

た交流を図ります。 

・会議型式ではなく、ワークをとおして 

メンバー全員がそれぞれ意見出し、企画、

プレゼンテーションをを通して、新たな

企画の創造と職員育成につなげます。 

もたらす良い効果」があるのかを軸に、さまざまな

発案がありました。イベント実施にあたっては 

ご利用者が事前のリハーサルに参加されたり、 

実際に大根のかつらむき、新聞ちぎりに取り組ま

れた事業所もありました。 

②今回の企画は直接地域の方をお招きする内容 

ではありませんでしたが、法人ホームページでの

紹介や事業所のインスタグラムによる発信が行わ

れました。 

 

③笑顔・食セクションメンバー混合で、５グルー 

プからそれぞれ１企画を出し、プレゼンテーショ

ンを行いました。どの企画も「ご利用者にもたらす

良い効果」を軸とした、斬新で楽しい内容でした。

企画書（成果物）作成からプレゼンテーションまで

の数ヶ月間、話し合い（ワーク）を重ね、職員の  

交流がすすみ、学びの機会にもなりました。 

通期評価 今後に向けて 

サービス提供チームとして、「支援に何が大切か」を

職員に伝えるという役割にもとづき、コラボレー 

ション企画を打ち出しました。イベントや活動を 

企画・実施するだけでなく、利用者支援を推進する 

チームとしての取り組みの目的を改めて共有するこ

とができました。また、ワークやプレゼンテーション

をとおして他事業所・他職種間の交流や学びにつな

がりました。プレゼンテーションを経て選出された

１企画についても改めて足立・多摩ブロックのメン

バーで実行委員会を設け、ルールづくりやリスクマ

ネジメント、ＢＧＭを用いた演出など、さまざまこと

を話しあい、まさに笑顔・食セクション一丸となって

取り組むことができました。各事業所の職員の協力

もあり、とても良いイベントになりました。 

５企画をプレゼンテーションし、そのう

ちの２企画を今年度実施できたため、 

残りの３企画のうち１企画を次令和７年

度実施します。企画者であるグループを

中心とした実行委員会を再編成し、１０

月のイベント実施（８月には企画が完成）

に向けて、５月より検討を開始していき

ます。また、今年度はメイン会場として 

開所したばかりの「グループホームえだ

まめ（以下：えだまめ）」を使用しました

が、イベント内容によっては、えだまめの

ご利用者が法人内の通所先からではな

く、えだまめから参加いただくことも検

討できればと考えます。 

 

（３）５年間の中長期計画の実現に向けて、サービス提供チームのチームコンセプト及びチームコン

セプトにもとづく取り組みを各事業所職員と共有・実践できるようにしていきます。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

① 事業所・部署の事業計画に反映しなが 

ら、職員の理解、支援体制の構築をすすめて

いきます。 

・サービス提供チームとして、各事業所における 

ご利用者への提供サービスの質の向上を目的とし

た「サービス向上キャンペーン」を企画し、８月・
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② サービス提供チームの会議にて取り組

みの進捗の確認や、具体化に向けた検討を

行います。 

９月には、ご利用者に対する整容支援、職員の身だ

しなみ意識の向上を目的とした「ＳＡＹ ＹＯ（整

容）」キャンペーンを、１月・２月には、ご利用者

に対して笑顔で接するなど、接遇の向上や明るい

法人づくりを目的とし、法人２５周年をかけた 

「２５（ニコ）２５（ニコ）」キャンペーンを実施

しました。実施に向けて、笑顔・食セクションメン

バー同士で目的や内容を共有し、キャンペーンを

一緒に盛り上げるよう意識統一をはかりました。 

通期評価 今後に向けて 

各事業所の課題を抽出し、全職員（職種）に共通する

ことをテーマに、ポスターの掲示も含め、職員に与え

る印象（シンプルでわかりやすい、声をかけあいやす

い）やキャンペーン終了後の継続性などを踏まえて

内容を考えました。「ＳＡＹ ＹＯ」キャンペーンに

ついては、第１回目ということや言葉を口にする 

恥ずかしさなどもあり、事業所や部署によって熱量

の差がありました。「２５（ニコ）２５（ニコ）」キャ

ンペーンについては、「ＳＡＹ ＹＯ」キャンペーン

の反省を生かし、各事業所の管理職や笑顔・食セクシ

ョンメンバーからの促しもあり、各事業所（部署） 

申し送り時の身振りをまじえた「ニコニコ」の声合わ

せはしっかりと実施することができました。キャン

ペーンについては、サービス提供場面に活かされる

ことが本来の目的です。なかなか実践の場で活か 

されていないケースもあれば、キャンペーン終了後

も意識が継続されているケースもありました。２回

の実施をとおして、職員にとって、「サービス向上 

キャンペーン」が気になる存在にはなってきている

と評価します。 

これまで「ＳＡＹ ＹＯ」「２５（ニコ）

２５（ニコ）」の２回のキャンペーンを 

実施しました。職員の意識にはたらきか

け、サービスの質が向上し、ご利用者に 

還元されるという取り組みでしたが、 

今後についてはご利用者と職員が直接か

かわる、あるいは一緒にひとつのことに

取り組むキャンペーンを考えていき  

ます。キャンペーンにより、ご利用者に 

とっての楽しみや達成感、職員にとって

はご利用者理解につなげられることを 

目的とします。また、この先のキャンペー

ンについては、成果についてきちんと 

評価を行い、以降のキャンペーンにつな

げていけるようにしていきます。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

4/11 第２回 サービス提供チーム 

会議 

※第１回は 3/14 に実施 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（スケジュール・グループ  

決め） 

・サービス向上キャンペーンについて 

・会議のすすめ方の確認 
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５/９ 第３回 サービス提供チーム 

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（各グループワークの進捗 

共有方法） 

・サービス向上キャンペーンについて（内容、タイ  

トル、ポスター、アナウンス方法） 

6/13 第４回 サービス提供チーム 

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（各グループ企画の確認、  

プレゼンテーション会議のすすめ方） 

・サービス向上キャンペーンについて（身だしなみの

レベル感、職員共有のためのレジメ作成） 

7/11 第５回 サービス提供チーム 

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（各グループ企画の確認、  

プレゼンテーション会議のすすめ方最終確認、企画

選出後の動きの確認） 

・サービス向上キャンペーンについて（職員共有の 

ためのレジメ素案の最終確認、第２弾キャンペーン

のテーマ検討） 

7/11 第１回  

笑顔セクション・食セクション

合同会議 

１１月に実施予定の笑顔・食セクションコラボレーシ

ョン企画の内容を決定するため、５グループより法人

内プレゼンテーションを行い、１企画「かつらむき 

むき！ちぎってちぎって！選手権」が選出。 

8/1～ 

9/30 

第１回  

サービス向上キャンペーン 

「ＳＡＹ ＹＯ（整容）」実施 

ご利用者への良い効果、全事業所全職種に共通する 

テーマとして、ご利用者の整容支援および職員の身だ

しなみ意識の向上を目的として実施。 

8/8 第６回 サービス提供チーム 

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（実行委員会メンバー検討、

企画に対する意見出し） 

・サービス向上キャンペーンについて（第２弾キャン

ペーンのテーマ決め） 

9/12 第７回 サービス提供チーム 

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（実行委員会の進捗共有、メ

イン会場の決定など） 

・サービス向上キャンペーンについて（第２弾キャン

ペーン接遇マナーの内容決め） 
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10/10 第８回 サービス提供チーム 

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（実行委員会の進捗共有、  

企画書＝当日の流れの確認） 

・サービス向上キャンペーン第１弾のふりかえり 

・サービス向上キャンペーン第２弾（ポスター、周知

方法などの確認） 

・サービス向上キャンペーン第３弾（素案共有） 

・笑顔・食合同会議の進め方確認 

・上期事業報告素案の共有 

11/14 第９回 サービス提供チーム 

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（実行委員会の進捗共有、  

ルール変更、リハーサルの確認） 

・サービス向上キャンペーン第２弾（ポスター案、  

周知方法などの最終確認） 

・サービス向上キャンペーン第３弾キャンペーンタイ

トル、内容、ふりかえりシートなどの検討 

11/26 かつらむきむき！ 

ちぎってちぎって！選手権 

笑顔セクション・食セクションのコラボレーション

企画開催 

12/12 第１０回 サービス提供チーム

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画ふりかえり 

・サービス向上キャンペーン第２弾（ポスター最終 

確認、申し送り時のかけ声や体操などの確認） 

・サービス向上キャンペーン第３弾（説明用レジメの

検討） 

1/9 第１１回 サービス提供チーム

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（次年度の企画について） 

・サービス向上キャンペーン第３弾（よくみるボード

の検討） 

１/21 

～2/28 

第２回 サービス向上キャンペ

ーン「２５（ニコ）２５（ニコ」 

キャンペーン実施 

支援中、笑顔を絶やさないでご利用者と接すること、

明るく活気のある法人づくりを目的とした接遇に 

関するキャンペーン。 

2/13 第１２回 サービス提供チーム

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（次年度企画の共有） 

・サービス向上キャンペーン第２弾進捗状況の確認 

・サービス向上キャンペーン第３弾（ポスターデザイ
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ンやレジメについての意見交換） 

・サービス向上キャンペーン第４弾（第３弾とのつな

がりを検討） 

・次年度事業計画原案の文面、予算の確認 

3/13 第１３回 サービス提供チーム

会議 

・VISION2028 推進会議内容の共有 

・笑顔・食セクション進捗共有 

・コラボレーション企画（次年度企画の実行委員会 

メンバーの選出） 

・サービス向上キャンペーン第３弾（レジメの検討） 

 

（２）特記事項 

    特になし 

 

 

 

【笑顔セクション／サービス提供チーム】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）いままで行ってきた笑顔チームの活動を継続し、ご利用者やかかわるひとたちが楽しく笑顔

で過ごせるような取り組みを行っていきます。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①イベント前のＰＲ活動で、多くのひとが

参加できるようにインフォメーションして

いきます。 

 

②年間行事の「クイズ大会」「ボッチャ大会」

が、多くのひとが笑顔で参加できるような

内容にしていきます。 

③日常のなかにあるエピソードを「悲喜 

こもごも通信」として全事業所に紹介し、 

ご利用者・職員の「思いの共有」をしていき  

ます。 

①各イベントでは開催の告知ポスターを作成しま

したが、可能な限り準備段階からご利用者にご協

力いただけるように、絵を描いていただいたり、 

一緒にポスターの色塗りをしたりしました。 

②イベントの内容に大きな変更は加えていません

が、ご利用者にもイベントの司会進行を担ってい

ただきました。 

③「悲喜こもごも通信」は、文章の表記統一や発行

の３ヶ月前には次号の原稿を各事業所で提出する

等の発行する際のルールを明確化し、四季に合わ

せて３回発行しました。 

通期評価 今後に向けて 

イベントに１人でも多くのご利用者が参加できるよ

うに働きかけました。「クイズ大会」では、ポスター

づくりや当日の司会進行にご参加いただきました。

食セクションとのコラボレーション企画「かつら 

むきむきちぎってちぎって選手権」では、ピューラー

を使っての皮むきや新聞ちぎりに多くのご利用者と

職員が参加しました。また、栄養課（科）の職員に 

多くのご利用者に参加していただくため

の働きかけはこれからも継続し、今まで

参加していなかった事業所の参加も促

し、本当の意味で法人全体が盛り上がる

イベントづくりを行っていきたいと思い

ます。 

「ボッチャ大会」に足立区の鹿浜菜の花
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デモンストレーションとして大根のかつらむきを 

披露していただいたところ、職員の洗練された技術

の高さに大歓声が上がりました。競技自体も大変盛

り上がりました。「ボッチャ大会」では、今回も足立

区鹿浜菜の花中学校に参加していただき、交流を 

深めることができました。悲喜こもごも通信は、準備

期間を早めに設定したことで余裕を持って作成  

でき、予定どおりに発行できました。 

中学校に２年連続して参加していただき

ました。多摩ブロックの方でも地域の方

や団体とつながりをつくる取組みを実施

できればと思います。悲喜こもごも通信

は多くの職員からのエピソードを載せら

れるようにし、デザインもより見やすい

ものを追求していきます。 

 

（２）食セクションとコラボレーション企画を実施します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①コラボレーション企画は１１月実施を 

目標とし笑顔、食セクションの職員でペア

リングし企画を考えます。それぞれの意見

を持ち寄り、ワークをとおして、令和７年度

以降の見とおしも含めて取り組んでいき 

ます。 

②企画立案のプロセスや活動の様子を 

「悲喜こもごも通信」で発信します。 

①笑顔と食セクションのメンバーをシャッフルし

てグループをつくり、コラボレーション企画を 

考えました。５つの企画が理事長、常務理事の前で

プレゼンテーションが行われ、初回は「かつらむき

むき！ちぎってちぎって！選手権」を実施しま 

した。他の企画も、令和７年度に実施予定です。 

②「悲喜こもごも通信」は計画的に発行できました

が、イベント時のご利用者とのかかわりなどを 

中心に、記事として載せることに特化しなかった

ため、目的としては未達成となっています。 

通期評価 今後に向けて 

コラボレーション企画は初めての試みでしたが、 

企画の立案から準備、当日を含めとても良いチャレ

ンジだったと思います。選抜された実行委員メンバ

ーのがんばりやご協力いただいた方々の後押しも 

あり、当日は大変盛りあがりました。 

コラボレーション企画は第２弾、第３弾

と継続できるように企画の候補を用意し

てあるので、ブラシュアップして楽しく

笑顔あふれるイベントを提供していきた

いと思います。 

 

（３）地域とつながれる取組みを行います。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①「クイズ大会」や「ボッチャ大会」を   

法人内のイベントで留めず、地域とつなが

るためのツールとして活用し、地域交流が 

あたり前のこととして認識されるようにし

ます。 

②VISION2028 の他チームと情報共有し 

地域交流の企画等があがったときは積極的

に参加やコラボレーションしてつながりを

つくります。 

 

①「クイズ大会」は法人内のイベントに留まりまし

たが、ボッチャ大会については足立区鹿浜菜の花

中学校特別支援学級の生徒さんにご参加していた

だき、交流を深めました。 

 

②「ボッチャ大会」にご参加いただいた足立区鹿浜

菜の花中学校の生徒さんとの交流は、ランドマー

クチームとの協働で実施しています。 
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通期評価 今後に向けて 

ボッチャ大会では、２年連続で足立区鹿浜菜の花 

中学校と交流することができました。また今回は 

足立区鹿浜菜の花中学校チームが優勝し、大盛況で

幕を閉じました。先方からは「来年も是非参加した

い」とのご依頼があり、地域とつながった実感を得ら

れました。 

地域との交流は足立ブロックのみに留ま

っているため、多摩ブロックでもつなが

りをつくりたいと思います。事業所単位

では地域とのかかわりはあるため、もう

一歩踏み込んで交流できるようなアプロ

ーチをしていきたいと思います。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

4/11 第 1 回笑顔セクション会議 ・食セクションとのコラボレーション企画について企

画のスケジュール等」報告 

・第７回クイズ大会（６月）について 

5/9 第 2 回笑顔セクション会議 ・食セクションとのコラボレーション企画について  

・第７回クイズ大会問題内容の確認 

・悲喜こもごも通信について記事の書き方ルール、 

素案の作成から修正までの流れを確認 

6/13 第 3 回笑顔セクション会議 ・コラボレーション企画についてサービス提供チーム

決定事項の報告 

・クイズ大会の問題や流れの確認、リハーサルについ

て 

・悲喜こもごも通信進捗共有 

・L-クラウド使用制限についての確認 

6/13 第７回 クイズ大会リハーサル ・リハーサル（主にカメラ、音声等の確認） 

6/21 第７回 クイズ大会 リモートで事業所をつなぎクイズ大会 

7/11 第４回 笑顔セクション会議 ・第７回クイズ大会反省 

・悲喜こもごも通信進捗共有 

7/11 第１回 笑顔・食合同会議 ・１１月に実施予定の笑顔・食セクションコラボレー 

ション企画の内容を決定するため、５グループより

プレゼンテーションを行い、１企画「かつらむき 

むき！ちぎってちぎって！選手権」が選出 

８/８ 第５回 笑顔セクション会議 ・コラボレーション企画、今後のすすめ方確認 

・悲喜こもごも通信記事内容の最終チェック 

・サービス向上キャンペーンについて 

 9/10 悲喜こもごも通信発行 ・悲喜こもごも通信夏号発行 

9/12 第６回 笑顔セクション会議 ・コラボレーション企画進捗状況共有 

・悲喜こもごも通信冬号について 

・サービス向上キャンペーン（ＳＡＹ ＹＯ）について 

・ボッチャ大会について各役割の決定 
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10/1～ 

12/31 

足立邦栄会創立記念日 

第５回スマイル杯ボッチャ大会

予選月間 

・エントリーチームによる予選会 

10/10 第 7 回 笑顔セクション会議 ・悲喜こもごも通信進捗共有 

・ボッチャ大会進捗共有 

・上半期事業報告確認 

10/10 第 2 回 笑顔食・合同会議 ・コラボレーション企画の進捗共有 

11/14 第 8 回 笑顔セクション会議 ・コラボレーション企画について最終確認 

・悲喜こもごも通信記事内容の最終チェック 

・サービス向上キャンペーンについて 

・ボッチャ大会進捗共有 

11/26 かつらむきむき！ 

ちぎってちぎって！選手権 

・食セクションとのコラボレーション企画開催 

12/10 悲喜こもごも通信発行 ・悲喜こもごも通信冬号発行 

12/12 第 9 回 笑顔セクション会議 ・コラボレーション企画の感想共有 

・悲喜こもごも通信進捗共有 

・ボッチャ大会進捗共有 

1/9 第１０回 笑顔セクション会議 ・サービス向上キャンペーン「２５（ニコ）２５（ニ

コ」キャンペーンについて 

・悲喜こもごも通信進捗共有 

1/9 足立邦栄会創立記念日 

第５回スマイル杯ボッチャ大会

リハーサル 

・リハーサル（主にカメラ、音声等の確認） 

 

1/17 足立邦栄会創立記念日 

第５回スマイル杯ボッチャ大会 

・足立邦栄会創立記念日 第５回スマイル杯ボッチャ

大会決勝戦開催 

2/13 第１１回 笑顔セクション会議 ・次年度年間スケジュールの確認 

・サービス向上キャンペーン「２５（ニコ）２５   

（ニコ）」キャンペーン進捗共有 

・悲喜こもごも通信進捗共有 

・第８回クイズ大会について 

・令和７年度事業計画の共有 

3/10 悲喜こもごも通信発行 ・悲喜こもごも通信春号発行 

3/1３ 第１２回 笑顔セクション会議 ・悲喜こもごも通信進捗共有 

・第８回クイズ大会について問題や流れの確認 

 

（２）特記事項 

    特になし 
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【食セクション名／サービス提供チーム】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）『食を通してみんなを笑顔にする』をチームスローガンに掲げ、以下について取り組みます。 

※みんな＝ご利用者・地域の方・職員 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①『ご利用者向け』～大目標：『事業所の  

垣根を超えた、わくわく感のある食を提供

する』、食事支援課（科）・食セクションを 

中心として、各事業所協働のもと以下を 

実施します。 

・法人内事業所一体的なイベントを企画・

実施します。献立交換や食事・お菓子づく

りなど 

・各事業所の特性をいかした食に関する 

イベントを企画・実施します。郷土料理 

（カレー・汁・スイーツ）、季節に応じた  

イベント食、調理活動など 

・イベント内容や日々の献立をわかりやす

くします。献立の見える化の推進（実物 

提示・写真掲示）、ポスターや広報誌の掲

示など。 

・カフェ活用の推進。食事やお菓子、ドリン

ク類を充実させ、個別・イベント時により 

活用できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②『職員向け』～大目標『すべての職員に、

食に興味を持ってもらい、心も体も健康

に』、「食」に関する福利厚生の充実を目指

①【ご利用者向け】 

・法人一体的なイベントとして６月に足立と多摩

で「献立交換」イベントを実施しました。４月に 

ご利用者に料理のジャンル（和・洋・中）と食材

（肉・魚・卵）を決めていただきたく「大抽選会」

を実施し、足立ブロックは「卵の中華炒め」、  

多摩ブロックは「エビチリ」をご提供しました。 

・また、２月・３月には法人内１０事業所で「巨大

ケーキでデコりんこ」を実施しました。 

・郷土料理シリーズでは、さくらかえででは「郷土

カレー」、みずきでは「郷土汁」、リブインさくら

では「ＧＯ ＴＯ スイーツ」を実施しました。 

そのほか、ポンテでは、「調理活動」（足立の  

「郷土カレー」やみずきの「郷土汁」のレシピを

共有することも）、こまえ工房では祝日開所日の

「テイクアウトランチ」や外食などを毎月実施

しています。「グループホームえだまめ」でも 

「調理イベント」が行われるようになりました。 

・イベントの告知は広報誌やポスター掲示を中心

に、実施日２週間から１ヶ月前に実施するよう

にしています。また、献立の見える化について 

写真掲示や実物の提示など、それぞれの事業所

で継続して取り組んでいます。 

・運営するカフェでは、食事を提供できるよう準備

をすすめています。みずきでは手づくりクッキ

ーの種類が増え、カフェ内の多目的スペースで

はご利用者やご家族、地域や他事業所の方の 

ご利用もありました。さくらかえでは、引き続き

マルシェのほか、地域のイベントなどでカフェ

スペースを活用していただいています。 

②【職員向け】 

・職員の福利厚生に関して、「献立交換」イベント

については、当日勤務職員には試食としてイベ

ントに参加してもらいました。参加職員に対し
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します。 

・特に法人一体的イベントの際は職員にも

ご利用者と一緒に楽しめる（試食できる）

よう努めます。 

・食事場所の調味料の設置を充実させ  

ます。 

・「けんこうつうしん」を年２回発刊し、 

職員の健康管理につなげます。 

・食に対する職員意見を集約できる仕組み

をつくります。 

 

 

③『地域向け』～大目標『「地域密着型」の

足立邦栄会を目指す』、○「食」の取り組み

をとおして法人が地域とつながる一翼を 

担います。 

・ご利用者ご家族や地域の方により足を 

運んでいただけるよう、カフェの提供 

メニューの充実（事業所で提供している

食事含む）を図ります。 

・VISION2028 他チームと情報共有し、 

地域でのイベント参加やカフェ・事業所

内での他団体との交流機会に食セクショ

ンとしての参加を目指します。 

・インスタグラムにて、法人内の食に関す

る取り組みやレシピなどのお役立ち情報

を紹介します。 

てはアンケートを介してイベントの感想や食の

取り組みに対する意見をお願いしています。 

また、「巨大ケーキでデコりんこ」についても、

ご利用者と一緒にケーキづくり、ケーキの試食

を楽しんでもらいました。事厨房のある事業所

においては調味料の設置を行っています。 

・「けんこうつうしん」については、職員の健康  

管理意識の増進を目的に、年度１回目は、職員の

健康診断の実施前の時期（６月）に「高血圧」を

テーマに、２回目の健康診断は足立・多摩実施 

時期が異なったため、それぞれの中間の時期 

（１月）に「脂質」をテーマに発刊しました。 

③【地域向け】 

・カフェでの食事提供に向けて準備をすすめてい

ますが、提供には至りませんでした。 

・食セクションメンバーが地域や他施設のイベン

トに参加する機会があり、インスタグラム宣伝

用のカードの配布など新たなつながりをもてま

した。 

・インスタグラムについては、法人内の各事業所で

行っている食事イベントについて、令和５年度

より継続的に取り組んでいます。閲覧数増を 

ねらい、ストーリーズやリール動画による発信

も行いました。 

通期評価 今後に向けて 

法人一体イベントである「献立交換」「巨大ケーキで

デコりんこ」については、ご利用者を中心にだいぶ定

着してきましたが、より楽しく参加いただけるよう、

「大抽選会」のようにイベント要素や事業所個々に

工夫を加えることで、さらに関心が得られるように

なりました。また、厨房のない事業所の食に関する 

活動や行事について、食事支援課（科）の職員と協同

し、レシピやつくり方の情報共有を行うなどの連携

した対応ができました。毎月広報誌で法人内に発信

を行い、法人一体イベントは、法人ホームページと 

広報誌増刊号でも発信しました。 

職員向けに、以前行った「福利厚生に関する職員アン

法人一体イベントについては、さらに 

ご利用者に楽しんでいただけるよう、 

ブラッシュアップを考えていきます。 

また、「グループホームえだまめ」のご利

用者・職員の参加のありようなどの整え

が必要になります。職員向けの取り組み

としては、イベント時に行うアンケート

での意見を確認しながら、食に関する 

福利厚生が少しでも充実できるよう考え

ていきます。 

地域に向けては、各事業所の特性・状況な

どさまざまですが、地域イベントへの 
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ケート」の意見などを踏まえて、職員の食事に使用し

てもらう調味料の設置。イベントの機会にあわせて

試食できるようにしました。また、健康診断結果の 

傾向や発信時期を踏まえたテーマで「けんこうつう

しん」を２回発刊することができました。 

地域向けには、他のチームと協同し、カフェのある 

事業所は地域交流の拠点として、地域の方に活用 

いただけています。狛江の事業所では市内のさまざ

まなイベントに参加し、クッキー販売など、地域との

つながりがますます強まりました。また、法人ホーム

ページやインスタグラムにて、行事食を中心に発信

し、フォロワー数や閲覧数が増え、地域社会に法人を

知っていただくことに貢献できました。 

参加やカフェを中心した、ご利用者・  

ご家族・地域・法人を念頭にしていき  

ます。また、引き続き法人ホームページや

インスタグラムで情報発信に努めていき

ます。 

 

 

（２）VISION2028 サービス提供チーム内の笑顔セクションと協働してイベントを企画・実施し 

ます。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①笑顔セクションメンバーと連携し、ワー

クなどをとおして活動（イベント）を考え、 

１１月に具体化できるよう計画していき 

ます。また、次年度以降の年間計画への反映

も見据えて取り組みます。 

 

 

笑顔セクションと食セクションメンバー混合で 

５グループをつくり、４月より１ヶ月半をかけて

各グループで会議（ワーク）をとおして企画を考え

ました。７月に５グループの企画について、笑顔 

セクション・食セクション合同でプレゼンテーシ

ョンを行い、１企画選出しました。その後、イベン

ト実施にむけて企画グループメンバー中心に  

笑顔・食・足立・多摩メンバー混合で実行委員会を

編成し、改めてルールや活動上のリスク面、ＢＧＭ

などの演出について話し合いを重ね、直前にメン

バー全員でリハーサルを行い、１１/２６に「かつ

らむきむきちぎってちぎって選手権」を実施しま

した。残りの企画も、令和７年度以降に実施する 

予定です。 

通期評価 今後に向けて 

同じチーム内とはいえ、２つのセクションが合同で

イベントを企画・実施することは大変有意義なチャ

レンジとなりました。オンラインイベントの実績の

ある笑顔セクションの強み、食をとおしてご利用者

へ楽しみを提供してきた食セクションの強みを活か

し、これまでにない斬新な企画を実施することが 

できました。グループワーク、プレゼンテーション 

次年度も今年度実施に至らなかった企画

を笑顔セクションとのコラボレーション

企画として計画しています。「かつらむき

むき！ちぎってちぎって！選手権」の成

功体験と反省をいかし、改めて企画グル

ープを中心としたメンバー構成で実行委

員会を組織し、10 月に実施に向けて、8
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準備、企画演出の打ち合せ、セクションメンバーひと

りひとりが責任をもち、それぞれが個性を発揮し、 

楽しく真剣に向きあえたことで、イベントは成功し

ました。また、改めて支援者として、セクションとし

て「ご利用者にもたらす良い効果」を共有することが

できたことは、今後の活動につながると思います。 

月には企画が完成したものになるよう、

計画的にすすめていきます。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

4/18 第５０回 食セクション会議 ・「たのしくパクりんこ」５３号記事内容検討 

（５月の各事業所のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・「献立交換」イベントの抽選会についての検討 

・インスタグラムショップカードのデザイン検討 

・笑顔・食コラボレーション企画についての共有 

5/16 第５１回 食セクション会議 ・５４号記事内容検討（６月イベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・「けんこうつうしん」の内容検討 

・インスタグラムショップカード配布・設置について 

・「献立交換」抽選会のふりかえりと、献立・ポスター

掲示の確認 

6/20 第５２回 食セクション会議 ・５５号（献立交換号）の発刊に関する確認 

・５６号記事内容検討（７月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・「けんこうつうしん」内容と発刊日の最終確認 

・法人ホームページ特設ページ記事確認（献立交換） 

・コラボレーション企画プレゼンテーションに関する

共有。 

7/11 第５３回 食セクション会議 ・５５号（献立交換号）の発刊に関する最終確認 

・５７号記事内容検討（８月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・ショップカード配布先のリスト管理を確認 

7/11 第１回 笑顔・食合同会議 １１月に実施予定の笑顔・食セクションコラボレー 

ション企画の内容を決定するため、５グループより 

プレゼンテーションを行い、１企画「かつらむき  
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むき！ちぎってちぎって！選手権」が選出。 

8/15 第５４回 食セクション会議 ・５８号記事内容検討（９月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画の進捗共有 

9/19 第５５回 食セクション会議 ・５９号記事内容検討（１０月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画の進捗共有 

・サービス向上キャンペーン（SAY YO）について 

10/10 第５６回 食セクション会議 ・６０号記事内容検討（１１月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画の進捗共有 

・「けんこうつうしん」の内容検討 

10/10 第２回 笑顔・食合同会議 「かつらむきむき！ちぎってちぎって！選手権」の企

画についての共有。 

11/21 第５７回 食セクション会議 ・６１号記事内容検討（１２月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画のルール再確認、フードロス

に関する確認 

・「けんこうつうしん」の内容・発刊日の検討・確認 

11/26 かつらむきむき 

ちぎってちぎって選手権 

・笑顔セクションとのコラボレーション企画開催 

12/19 第５８回 食セクション会議 ・６２号記事内容検討（１月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画のふりかえり 

・「巨大ケーキでデコりんこ」ポスター、台紙、日程の

検討・確認 

1/16 第５９回 食セクション会議 ・６３号記事内容検討（２月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画、次年度実施に関する共有 

・「巨大ケーキでデコりんこ」ポスター、台紙、日程の

検討・確認（継続） 

・サービス提供チームより、「２５（ニコ）２５（ニコ）」

キャンペーンの共有 

2/20 第６０回食セクション会議 ・６４号記事内容検討（３月のイベント予定共有） 
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・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画、次年度実施企画の共有 

・「巨大ケーキでデコりんこ」進捗確認 

・「献立交換」抽選会の内容、クジ引き担当事業所確認 

3/20 第６１回食セクション会議 ・６５号記事内容検討（４月のイベント予定共有） 

・継続確認事項（献立の見える化、カフェ営業、郷土

料理シリーズについて） 

・コラボレーション企画、次年度実施企画実行委員会 

・「巨大ケーキでデコりんこ」全事業所ふりかえり 

・「献立交換」抽選会の企画書確認、抽選会以降の  

ご利用者最終投票を含めた流れの検討・確認 

 

（２）特記事項 

・令和６年度４月から、みずきより新たな新メンバーが加入。 

・４/２３   料理ジャンルと食材をご利用者のクジ引きで決定する「献立交換大抽選会」を実施。 

・６/５    足立ブロック、６／１２多摩ブロックで「献立交換」を実施。 

・２～3 月 「巨大ケーキでデコりんこ」を法人内全１０事業所で開催。 

・広報誌「たのしくパクりんこ」を５０号から６３号を毎月１日に発刊。５１号・５５号は「巨大

ケーキでデコりんこ」、「献立交換」の特集号として１５日に発刊。 

・「けんこうつうしん」を職員の健康診断の実施時期に合わせ、６月に「高血圧」をテーマにした   

２号、１月には「脂質」をテーマにした３号を発刊。 

・インスタグラムによる１年間の投稿は９２件。 
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≪人財部≫ 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）法人内で職員の見える化をすすめます。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①労務セクションの立ちあげを行い、労務

セクションをもとに法人の人財情報の管理

を行っていきます。 

②令和６年度中の人事情報管理ソフト導入

を目指します。 

 

①９月まで準備会議を月１回で行い、１０月より

本格的に労務セクションとして稼働しています。 

 

②人事情報管理ソフトについては、労務セクショ

ン準備会議での検討で、法人内の労務管理の共有

化を先にすすめ、早期での導入は行わない方向で

話し合っています。 

通期評価 今後に向けて 

労務セクション会議の立ちあげにより、居住支援 

特別手当や、障害者雇用納付金関係の業務等、具体的

な業務を通じて、労務にたずさわっている職員同士

の交流の場となりました。各ブロック、エリアでそれ

ぞれ取り組んできたことが、疑問や課題などを通じ

て共有されて、法人として一体的にすすんでいく 

下地となっています。また、労務関係の案件を労務 

セクションとして行うことで、進捗の確認や疑問点

の確認などスムーズにすすめることができました。 

今後は労務セクションとして、法人の 

人財情報をどのように統一、管理してい

くのか、また活用していくのかが課題と

なっています。また、労務関係の補助金な

ど情報収集と活用も法人として動いて 

いければと思います。 

 

（２）定着に向けた取り組みの強化 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①職員表彰の定期開催および福利厚生の 

検討を行います。 

 

 

 

②ラフールサーベイの活用を具体的に検討

していきます。 

 

 

①４月の法人全体会にて、グッドスマイル賞の 

表彰を行いました。また、９月に第２回の投票を 

行い、１１月の全体会にて表彰を行いました。  

また、新たな福利厚生の検討を行い、検診休暇の 

案を検討している所です。 

②９月と３月にラフールサーベイを実施しま  

した。３月分の結果を人財部にて令和７年度分析

を実験的に行い、今後の検討をしていくことと 

なりました。 

通期評価 今後に向けて 

職員表彰のグッドスマイル賞は定期開催を行うこと

ができています。投票数の増加を目指して、管理職 

などへのアプローチも行い、９月の投票では、これ 

までで最多の投票数になりました。しかし、３月の 

投票については、準備期間が短かった影響もあり、 

グッドスマイル賞は、より盛りあげてい

くためにも、投票時期の取り組みを検討

していくことになりました。福利厚生に

ついては、あらためてスケジュールを組

んで取り組んでいきます。ラフールサー
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９月の投票数を上回ることができませんでした。 

福利厚生については、具体的な案の作成まですすん

でいますが、実施の予定まですすめませんでした。 

ラフールサーベイは９月、３月に実施し、１００％ 

近い返信がありました。各ブロック・エリアでは、 

管理職の共有を行いました。 

ベイの活用については、数字で見える 

ことの恐さを考えながら、まずは人財部

にて分析を行っていきます。 

 

（３）多様なキャリア形成（高齢、外国人、障がい者など）に向けた共有。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①各事業所で行っている、取り組みを共有

し法人全体へとひろげていきます。 

 

 

②先駆的な取り組みを行っている事業所へ

の見学を行います。 

①高年齢者、外国人、障がい者の人数をそれぞれの

ブロック・エリアごとに出しています。また、労務

セクションにて各事業所の年代別の人数も採用 

ホームページ向けに作成しています。 

②令和６年度は具体的に取り組むことができませ

んでした。 

通期評価 今後に向けて 

必要に合わせて出てきた数字などを人財部で確認し

ていました。各事業所の様子が数字で見られること

を多少でも体感できる機会となりました。 

人財戦略をたてていくために、具体的に

どのように数字をつかっていくのかを 

決めていく必要があります。小さなとこ

ろからでもすすめていきます。 

 

（４）人財部各チームとの協働をよりすすめていく。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①法人合同の新職オリエンテーションの 

実施を軸にした、育成チームとの協働もと

すすめていきます。 

 

 

 

 

 

 

②多様なキャリア形成に向けた取り組みの

とりまとめを軸にして、採用各チームと 

協働し、具体的な取り組みをすすめていき

ます。 

①育成チームを中心に、採用オリエンテーション

(※1)を１年とおして基本的に偶数月で行いまし

た。 ８月については、採用者が少なかったことも

あり開催しておりません。オリエンテーション推

進 会議を中心に項目ごとに複数の管理職を割り

あてチームをつくり、割りあてた項目ごとに研修

資料を作成し、採用オリエンテーションに臨んで

います。（※1 新職オリエンテーション→採用オリ

エンテーションに名称変更）) 

②現在の採用状況を踏まえて、採用に特化した 

ホームページを立ちあげるために、９月より、人財

部、新卒採用チーム、キャリアアップ採用チーム 

からひとを選びチームを組んで動きました。目標

にしていた３/１法人ホームページにアップし、 

稼働しています。 

通期評価 今後に向けて 

オリエンテーションでは、各項目のチームごとに 人財戦略をたてていくために、具体的に
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会議で内容をしっかりと検討したうえで、採用オリ

エンテーションに臨むことで、管理職のなかでも 

各項目のバージョンアップがすすんでいます。項目

の内容についても、１年間行うことで、資料や研修 

時間など必要な見直しや、検討がすすみました。採用

ホームページ作成については、キャリアアップ採用

チームにコンサルでかかわってもらっている㈱感動

画様や、法人ホームページ作成に携わっている未分

離デザイン研究所様にも入ってもらいすすめま  

した。短い準備期間のなかで、立ちあげのチームから

他のチームへの依頼をかけ、進捗管理を行い、メンバ

ー間での主体的なやりとりに課題が見える場面もあ

りましたが、なんとか３／１のホームページアップ

をすることができました。ブラッシュアップ前提の

開設になっており、少なくとも１年間は訂正変更を

しっかり行っていくこととなりました。人財部の 

これまでの採用（新卒採用、キャリアアップ採用）・

定着（人事考課推進）・育成（育成）という軸での  

動きかたから、人財の環境にアプローチする部門で

ある労務部門（人財部、労務セクション）と、人財に

直接アプローチする人事部門（新卒採用、キャリアア

ップ採用、人事考課推進、育成）に変更し、令和７年

度からは会議構成を改め、大きく２部門で考えて 

いくことにしました。 

どのように数字をつかっていくのかを 

決めていく必要があります。小さなとこ

ろからでもすすめていければと思ってい

ます。採用オリエンテーションは、採用人

数なども確認しながら、定期的に開催し

ていきます。また、今後は管理職の幅広い

項目の理解をすすめていくために、各項

目検討のチームメンバー見直しも検討し

て行きたいと思います。採 0 用ホーム 

ページは、運用していくチームメンバー

を、新卒採用・キャリアアップ採用の各 

チームから新たに選任しています。採用

につながるホームページなるよう今後も

採用の動きと絡めてみていく必要があり

ます。 

人財部として、福利厚生や、各チーム運営

を中心に行ってきていましたが、チーム

運営が安定してきたところで、人財部と

してしっかり動くことができるようにな

る必要があると思っています。法人の 

人財戦略をしっかりとたてていける体制

を考えていきます。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動（会議）名 内容 

4/3 第１回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、グッドスマイル賞

確認事項共有、新人職員オリエンテーション今後の 

すすめ方確認、労務セクションの発足に向けてスケジ

ュール確認、福利厚生イベントについてスケジュール 

確認、各チーム案件確認 

4/24 第２回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム報告、人財部として今年度「対話」をテーマ

とすることを確認 

5/1 第３回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、グッドスマイル賞

周知方法などの検討、確認。新人職員オリエンテー 

ション進捗確認、労務セクションでの人財管理ソフト 

導入の検討延期、福利厚生イベント取り組み内容  

検討、各チーム案件確認 
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5/22 第４回 人財部会 

（各チーム案件） 

各チーム報告 

5/28 第１回労務セクション準備会議 自己紹介、セクションの役割の共有 

6/5 第５回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有。グッドスマイル賞

要項作成確認、新人職員オリエンテーション進捗  

確認、労務セクション会議内容共有。福利厚生イベン

ト取り組み内容検討、各チーム案件確認 

6/25 第２回労務セクション準備会議 定額減税、処遇改善手当、居住支援特別手当について。

超勤支給額の計算方法について、介護休業書式 

6/26 第６回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム報告、福利厚生に関するリサーチ共有、採用

データ更新シートの検討 

7/3 

 

第７回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有。グッドスマイル賞

副賞内容検討、採用オリエンテーション進捗確認、 

労務セクション会議内容共有、福利厚生、検診休暇

（案）の検討、各チーム案件確認。 

7/23 第３回労務セクション準備会議 超勤の計算方法、育児介護休暇規程の申請書様式、 

処遇改善令和５年実績報告、保険証について、みずき

での有給管理方法の共有 

7/24 第８回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム報告、採用に特化したホームページ作成 

8/7 第９回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、人財部の「現在地

と将来像」を言語化、グッドスマイル賞ポスター確認、

採用オリエンテーション進捗確認、労務セクション 

会議内容共有、福利厚生、検診休暇（案）の検討、各

チーム案件確認 

8/27 第４回労務セクション準備会議 ラフールサーベイ名簿、給与大臣のディスク管理、 

居住支援特別手当に伴う超勤の計算方法、育児介護休

暇規程の申請書様式、最低賃金改正、保険証について、 

退職共済事務、交通機関遅れによる遅刻の取り扱い 

8/28 第１０回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム報告、福祉のお仕事就職フォーラム参加に 

向けた準備 

9/4 第１１回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、グッドスマイル賞

投票フォーム、発信文章確認、採用オリエンテー  

ション進捗確認、労務セクション会議内容共有、福利

厚生、休暇申請・報告書（案）確認、各チーム案件   

確認、福祉のお仕事就職フォーラムページ進捗確認 

9/24 第５回労務セクション準備会議 ラフールサーベイ名簿、最低賃金改正について 

各エリアブロックの課題共有 

9/25 第１２回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム報告、指導職も確認できるグーグルアカウン

ト作成の検討 
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10/2 第１３回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、グッドスマイル賞

実施状況確認、福利厚生、休暇申請・報告書（案）   

確認、各チーム案件確認、福祉のお仕事就職フォーラ

ムページ進捗確認、採用ホームページ作成費用検討、 

新卒採用チーム採用パンフレット、費用他状況確認 

10/22 第１回 労務セクション会議 居住支援特別手当の進捗と今後の動き、今後の労務 

セクション、年末調整 

10/30 第１４回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム、セクション報告、採用ホームページ検討、

健康経営検討 

11/6 第１５回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、グッドスマイル賞

法人全体会に向けての確認、健康経営について検討、

各チーム案件確認、福祉のお仕事就職フォーラムペー

ジ進捗確認、採用ホームページ進捗確認、新卒採用 

チーム採用パンフレット、費用他状況確認、ラフール

サーベイの活用イメージ共有、労災保険検討今後の 

すすめ方について 

11/27 第１６回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム、セクション報告、採用ホームページ進捗 

検討事項確認、健康経営検討 

11/29 第 2 回 労務セクション会議 居住支援特別手当の進捗、最低賃金引上げに向けた 

中小企業、小規模事業者への支援事業、労務関連での

共有事項 

12/10 第１７回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、福利厚生検診休暇

スケジュール確認、健康経営についての検討、各チー

ム案件確認、福祉のお仕事就職フォーラムページ参加

後の状況確認、採用ホームページ、コンセプト検討、

進捗確認、新卒採用チーム採用パンフレット、費用他

状況確認、多様なキャリア数字出し検討、労災保険 

検討今後のすすめ方について 

12/24 第 3 回 労務セクション会議 居住支援特別手当進捗確認、最低賃金引上げに向けた

中小企業・小規模事業者への支援事業、退職金共済 

登録メールアドレス 

12/25 第１８回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム、セクション報告、指導職研修（健康経営）

検討、採用ホームページ進捗検討事項確認 

1/7 第１９回 人財部会議 

（人財部案件） 

労災保険、保険会社より説明。グッドスマイル賞進捗

確認。健康経営についての検討。各チーム案件確認。

採用ホームページ進捗確認、多様なキャリア数字出し

検討、次年度の事業計画に向けて共有 

1/22 第２０回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム、セクション報告、採用ホームページ進捗検

討事項確認、マネージャー会議での人財部報告確認 
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1/28 第 4 回 労務セクション会議 居住支援特別手当進捗確認 

最低賃金引上げに向けた中小企業、小規模事業者への

支援事業について、退職金共済登録メールアドレス、

次年度事業計画について 

2/5 第２１回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有、グッドスマイル賞

進捗確認、福利厚生検診休暇内容検討、健康経営につ

いての検討、各チーム案件確認、新卒採用チーム LINE

活用について、採用ホームページ進捗確認、多様な 

キャリア出てきた数字の確認 

2/25 第 5 回 労務セクション会議 居住支援特別手当進捗確認、最低賃金引上げに向けた

中小企業・小規模事業者への支援事業に、退職金共済

オンライン手続きに移行後の状況共有、社員証の管理 

2/26 第２２回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム・セクション報告、健康経営コンサル費用 

検討、採用ホームページ進捗確認、人財部の今後の 

体制について検討確認 

3/5 第２３回 人財部会議 

（人財部案件） 

VISION2028 推進会議内容共有。グッドスマイル賞

ふりかえり、福利厚生検診休暇内容検討、健康経営に

ついての検討、各チーム案件確認、新卒採用チーム

LINE 活用について、採用ホームページ今後の体制 

検討 

3/25 第 6 回 労務セクション会議 居住支援特別手当進捗確認、退職金共済オンライン 

手続きに移行後の状況共有、ラフールサーベイ、返信

状況確認、各事業所での課題共有 

3/31 第２４回 人財部会議 

（各チーム案件） 

各チーム・セクション報告、健康経営を取り入れる 

ための指導職研修 

 

（２）特記事項 

    特になし 

 

 

【新卒採用チーム/人財部】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）採用目標人数を獲得するために、採用サイトを利用した採用活動だけに頼らず、別のやりかた

や手段について探り、新たな採用活動を見つけます。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

➀採用活動の方法や手段について、学校や

企業などから情報を収集します。 

 

 

➀学校訪問をした際、学校の就活スケジュール、 

学生の動向、説明会などの実施について情報収集

を行っています。学内会社説明会の参加や外国人

学生の就職状況について情報を得ています。 
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②情報を参考に新たな採用活動を立案し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

③立案された採用活動を試行します。 

②法人から積極的にアプローチできる採用戦略を

検討しました。採用状況や採用市場、学生の動向な

どの情報を参考に、これまでの活動にくわえ、広報

活動に力を入れた活動に取り組みました。新規 

ナビサイトの利用、法人ホームページ内に採用 

ホームページを開設しました。スマホを使った

LINE などの SNS の活用は引き続き準備をすすめ

ていきます。 

③次年度の採用活動における課題の洗い出しを 

行いました。具体的行動計画に落とし込みを行っ

ていきます。 

通期評価 次期への課題 

年間スケジュールを予定通り実施していますが、 

令和５年度と比べ、さらに採用獲得の困難さに直面

し、令和６年度の新卒者獲得はできませんでした。 

これまでの採用サイトを主とした採用活動では、 

新卒採用者を獲得できない現状があり、採用戦略の

変更を行っています。今後、広報活動に力をいれて取

り組むこととし、積極的に発信可能なナビサイトへ

の変更や採用ホームページの開設の他、スマホを 

使った LINE など SNS の活用やチラシ・パンフレッ

ト 作成の検討をすすめました。 

新規ナビサイトや採用ホームページは 

開設したばかりですが、戦略変更におけ

る新規サービスの利用導入による利用 

効果と費用を再考し、導入の提案をして

いきます。 

 

 

（２）雇用対象者の拡大を検討するとともに、法人やブロック、事業所の特性（魅力）をいかした  

採用活動を立案し実施します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

➀法人や事業所などの特性（魅力）を見える

化します。 

 

 

②ひと、環境、事業所、サービス、イベント

など、収集した情報の活用方法を検討し 

ます。 

③資源を活用した採用活動体制づくりを 

すすめます。 

 

 

④採用対象者拡大を見据えた活動準備をは

じめます。 

 

➀職員に対するアンケートの実施を予定していま

したが、実施しませんでした。採用ホームページに

おいては、数字からみる法人についてグラフを 

使用し見える化を行いました。 

②各事業所でのイベントスケジュールに合わせた

プログラムを計画し実施しています。 

 

③サイトなど、採用サービスの資源情報の収集を

し、現在の採用活動の体制の見直しを行いました。 

採用担当としてのスキル向上のため、研修イベン

トにも参加し、戦略立案時の参考にしています。 

④第２新卒、既卒を対象としたナビサイトの利用

をはじめました。高校生や特別技能、外国人採用に

おける対応について、ハローワークや送りだし 
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 機関による企業説明会に参加しています。 

通期評価 次期への課題 

つながる学生数の大幅な減少があり、会社説明会へ

の参加者数も減少しています。早期内定者を含む 

内定者の辞退もあり、採用獲得ができませんでした。 

これまでの活動を継続し、いま以上の採用活動費を

かけても獲得困難が予想されるため、費用も含めて

採用戦略の検討をはじめました。学校訪問や会社 

説明会において外国人採用について採用状況につい

て問われることもあり、これまで受け入れ体制が 

整っていないことなどを理由とし積極的な採用活動

を行っていませんでしたが、外国人学生の採用に 

ついて検討していく必要を感じています。 

 

 

 

新卒採用は法人が強くしなやかな組織と

してあり続けるための未来を担う人財の

確保であることと認識しています。質の

高い人財と採用数の獲得のため、日常的

にきめ細やかな対応が必要であり、令和

６年度うまくいった手法が令和７年度う

まくいくとは限らず、定型業務化するこ

とができない業務です。法人にあった 

手法を模索しつづけていかなければなら

ず、情報収集のほか、検討や企画、調整 

など、さらなる業務量の増加は予想が 

できます。新卒採用チームの働き方につ

いて、戦略だけでなく体制や活動内容に

ついて見直しが必要であると考えます。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

４/12 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：辞退１名 ２６卒：受諾待ち２名 

２０２６卒：オープンカンパニー＆キャリア教育仕事

体験、インターンシップ先行掲載 

ＧＷまで案内及び誘導、各拠点プログラムと日程設定 

外国人採用について関連情報の共有、内定者へのアプ

ローチ方法、オープンカンパニー等の日程掲載、学校

訪問の調整、対応チーム内の役割分担、人財部へ更新

項目の管理について 

４/25 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：説明会 1 名参加 キャンセル 1 名 

再調整 1 名、２０２６卒：０名 

入職者定着状況、参加イベント対応者確定、入稿作業 

入社式、配属前研修のふりかえり報告、スカウト、  

ＤＭ発注作業、追加入稿作業、内定者へのアプローチ

方法、オープンカンパニー等の日程掲載、学校訪問 

進捗、チーム内の役割分担、更新項目管理、採用チラ

シ、パンフレットの作成、イベント物品の購入、実習

生の対応 

５/17 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 
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２０２５卒：説明会 1 名 予約 1 名 

２０２６卒：先行掲載の反応厳しい 

２０２６卒 オープンカンパニー＆キャリア教育仕事

体験、インターンシップ先行掲載 

入社先を決める傾向あるこの時期の対応 

5/20 学内合同説明会に参加、１１月福祉のお仕事相

談会への参加を検討、LINE の利用、オープンカンパニ

ー等の掲載修正、学校訪問、訪問シートの作成、会計

管理について、更新項目のシート作成は人財部にて 

運用、情報収集、営業報告、採用サイトのバナー作成 

7/30 FACE to FUKUSI 採用勉強会申込、 

夏のインターンシップの日程調整 

５/27 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：キャンセル 3 名 辞退 2 名 

内定者アプローチ方法 

入職者定着状況 

5/20 学内合同説明会に参加ふりかえり 

6/23 インターンシップイベント担当割りふり入稿

作業事前打合わせ調整、スカウト、ＤＭ発送作業、  

オープンカンパニー等の入稿状況の確認、LINE アカ

ウントの取得、SNS 検討チームで開始、学校訪問、 

訪問シートの作成、会計管理について 

６/17 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：キャンセル 2 名 

２０２６卒：サイトは好調 サイト修正、更新 

２０２６卒 オープンカンパニー＆キャリア教育仕事

体験、インターンシップ先行掲載、入社先を決める 

傾向あるこの時期の対応、 

5/20 学内合同説明会参加、１１月福祉のお仕事相談

会への参加申し込み９月開始、 

２０２５卒採用の今後の打ち手について 

自ホームページ記事更新スケジュールの年間予定の

作成と活動、報告内容の検討、チームの動きがわかる

報告の仕方、夏のインターンシップについて Google

カレンダーへの入力、ナビサイトの活用、情報収集、

営業報告、 

7/30 FACE to FUKUSHI 採用勉強会参加者選定 

６/24 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：キャンセル 2 名 

２０２６卒：仕事体験 3 日間予約 
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入職者定着状況、6/23 インターンシップイベント 

参加ふりかえり、イベント出展セット購入検討、スカ

ウト、DM 発送作業、オープンカンパニー等の入稿  

状況確認、ホームページ更新スケジュール、２０２５

卒への今後の方針、ホームページの採用窓口の創設、

SNS 使用について、記事更新スケジュールの年間  

予定の作成と活動、報告内容の検討、チームの動きが

わかる報告の仕方、夏のインターンシップについて

Google カレンダーへの入力、ナビサイトの活用 

7/19 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 キャンセル 1 名 

２０２６卒：仕事体験 1 名 OC1 名 

合同会社説明会イベント申し込み、学校訪問 、新項

目、夏のインターンシップ、次年度以降の新卒、採用

戦略について、情報収集、営業報告 

7/22 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 キャンセル 1 名 

２０２６卒：仕事体験 1 名  

合同会社説明会イベント申し込み 

8/8 戦略会議 令和７年度以降の新卒採用戦略について 

利用サービスの見直し、新たなサービスの提案 

8/16 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 選考会希望 1 名 

２０２６卒：仕事体験 3 名 OC1 名 

福祉のお仕事就職フォーラム→キャリアで申し込み 

令和７年度以降の採用戦略について、新規利用サービ

スの情報収集、営業報告 

8/19 戦略会議 令和７年度以降の新卒採用戦略について、利用サー 

ビスの見直し、サービス情報の共有、実施に向けた 

手続きの確認 

8/26 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会、選考会 1 名 

２０２６卒：仕事体験 5 名 OC2 名 

入職者定着状況、出身大学への訪問計画 

企業×学校関係者就職情報交流会参加申し込み 

9/20 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 内定受諾待ち 1 名 

２０２６卒：仕事体験 3 名 オープンカンパニー2 名 

福祉のお仕事就職フォーラム入稿作業・参加者選定 

合同会社説明会申し込み、採用戦略の変更に伴う手続
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きの確認、採用サイトの利用中止、情報の整理、新規

利用サービスの提案、採用ホームページへの新卒採用

チームからのオーダーまとめ、デバイスの購入契約、

選考直結１０月開始のインフォメーション、イベント

参加セットの購入対応者、採用関連の営業受付対応の

基準設定について、人材紹介会社からの営業は外し、

イベント情報を収集 

9/23 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会、選考会 0 名 

２０２６卒：仕事体験 2 名 オープンカンパニー2 名 

入職者定着状況、出身大学への訪問計画 

合同説明会イベント申し込み（令和６年度最終） 

福祉のお仕事オンラインの就職フォーラム参加希望

者対応割振り、内定式の延期、内定式計画担当決め 

10/18 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：内定辞退 1 名 

２０２６卒：仕事体験 1 名 選考会希望 1 名 

福祉のお仕事オンラインの就職フォーラム参加準備 

参加イベントの確認 

10/28 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

入職者定着状況、イベント申し込み落選、福祉のお仕

事オンラインの就職フォーラム参加準備、参加イベン

トふりかえりと実施報告、ナビサイトの変更準備、 

イベント物品の購入検討、SNS の活用について、チラ

シ、パンフレットの作成について 

11/15 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

ナビサイトアクセス数の状況確認  

２０２６卒：選考会 1 名、仕事相談会への参加準備 

今後の会議のすすめ方、検討項目の洗い出しなど、 

意見交換、情報収集、営業報告 

11/25 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２６卒：選考会実施 内々定 1 名、入職者定着 

状況、イベント参加時使用資料作成、学校訪問、ナビ

サイト情報更新、物品購入の検討、SNS 活用の検討、

チラシ・パンフレットの内容検討、法人ホームページ

記事の作成、採用ホームページ開設の説明 

12/20 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 キャンセル 1 名 

新規ナビサイトの導入準備と利用説明、計画立案、

LINE の活用の検討、福祉の仕事フォーラムの参加、 
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採用ホームページ、開設の進捗確認、ホームページ 

記事の作成、マニュアル作成計画、年間計画まとめ、 

採用活動のおける、課題の抽出、学校訪問、情報収集、 

営業報告 

12/23 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

福祉フォーラムの参加状況と対応分担の確認、学校 

訪問、訪問時の情報の共有、令和７年度の戦略（新規

ナビサイトの提案）説明、法人ホームページの記事 

作成と今後使用できる写真の収集法の検討、採用活動

における課題、意見交換、課題整理（令和７年度の  

取り組みに反映させていく） 

1/9 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会参加者調整 1 名 

２０２６卒：内々定者のイベント参加 

新規ナビサイトの導入準備、法人ページの作成、採用

ホーム開設計画の作成（インタビュー写真、記事など） 

1/27 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 

２０２６卒：内々定者のイベント参加 

新規ナビサイトの導入決定、利用開始までの準備、 

採用ホームページ開設準備 

法人ホームページ記事作成、マニュアル作成の必要性

の確認、令和７年度の取り組み項目の候補あげ 

2/21 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：見学、エントリー希望２名 

検討項目の進捗確認 

2/24 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：見学 1 名  

入社式の実施計画作成、課題項目の進捗状況、令和７

年度事業計画（案）作成 

3/21 戦略会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 

２０２６卒：内々定者のイベント参加 

採用 HP の開設、ナビサイト、マニュアル作成の進捗

状況の確認、外国人採用の検討、学校訪問の準備 

3/24 新卒採用チーム会議 サイト利用状況 活動状況 イベント予定の確認 

２０２５卒：会社説明会 1 名 

２０２６卒：内々定者イベント参加 

入職者定着状況、出身大学への訪問計画、検討項目の

進捗状況悪く、まずスケジュール作成を行うこと。 
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（２）特記事項 

・採用活動の戦略変更についての検討 

これまで、大手採用サイトを主にした採用活動を行ってきました。登録者数が多く、福祉教育への

求人学生だけでなく、他業種への求人を求める学生などに対しても法人の情報を発信し、多くの学生

とつながることの期待をもって利用をしてきました。登録者数が多いため利用企業も多く、そのなか

から法人につながる数字は減少してきている状況がありました。要因として、福祉に対する興味の 

ある学生、求人を求める学生が少なくなっているだけでなく、コロナ禍が明け、求人再開や賃金増の

企業が増加しているなどがあげられます。 

学生の売り手市場となっているところ、法人の知名度は決して高くなく、他社と比べ特出する  

魅力、ひきつける発信もできていません。大手採用サイト内で大企業と並び埋もれてしまう戦術では

なく、まずは法人を知ってもらう、知名度をあげる戦術をとっていくことを考えました。 

現在の学生の情報収集方法はスマホを利用したものであることから、LINE など SNS に強い採用

サイトの利用や他社に比べ見劣りせず手にもとってもらえるもの、外部の目からみた法人の魅力を

表現、デザインされたチラシやパンフレットの作成を期待できる専門家への発注を検討しました。 

費用面など懸念する点はありますが、使用するサービスについて精査し、作成スケジュールを再考

し、令和７年度からの運用を目標にうごいていきます。 

 

 

【キャリアアップ採用チーム／人財部】 

 

1. 重点目標に対する評価 

（１）キャリアアップ採用（中途採用）について、昨年度より、法人全体で統一的に取り組む体制を

確立します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①足立ブロックで培ってきたキャリアアッ

プ採用（中途採用）の手法やノウハウの法人

全体での共有をすすめます。 

②足立ブロック、多摩ブロック、狛江エリア

それぞれにおける採用課題を抽出し、法人

全体で共有します。 

 

 

③採用コンサルタントを活用しながら採用

戦略を適宜更新し、ハローワーク等の公的

機関、法人ホームページ、有料求人採用ペー

ジ（スカウトメールなど）、求人広告やチラ

シ、人材紹介会社等の民間営利企業など、 

多様な求人媒体や採用手法のなかから時宜

にあったものを選択・実行します。 

①②昨年、月２回の会議体制をより効率的なもの

とし、法人全体で採用活動状況が共有できる体制

にしましたが、さらに課題の抽出が明確にできる

よう、ブロック単位、全体共有、新たな取り組み、

新規事業の採用戦略など、カテゴリーで時間を 

整理し活動しました。新規事業への活動を軸に、 

新規事業の人財確保と採用に関する、法人全体で

の一定の考え方の共有はできたかと思います。 

③採用ホーム作成のための別チームを立ち上げ、

採用コンサルタントやホームページ作成者はもち

ろん、新卒採用チームや情報戦略チームと協働し

ながら、新たな自前の採用戦略をすすめました。 

３月初旬には採用ページも完成し運用を始めてい

ます。今後はさらにブラッシュアップし、採用の 

要として機能できるように整えます。 
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④それにより、職員紹介手数料などの採用

経費を削減し、自社直接採用の比率を高め

ます。 

④法人全体としても紹介手数料削減を意識し、 

実際に削減につながっています。 

 

通期評価 今後に向けて 

景気回復の傾向とともに、福祉人財の担い手の減少

は、身をもって感じる１年でした。そのようななか

で、自社採用や多様な媒体をどのように活用してい

くのか、継続課題で取り組んでいます。１１月開設の

新規事業であったこまえエリアの「えだまめ・やまぼ

うし」に必要な採用活動を軸に、採用への共通課題と

捉えながら、採用コンサルタントとともにすすめま

した。また、新卒採用チームも含め、新しい採用ホー

ムページの作成も行っています。その他、行政が企画

する就職相談会への参加、外部の福祉フォーラムへ

の参加、福祉チャレンジ職場体験事業、介護職員就労

促進事業など、キャリア採用チームとしての新しい

実働的な動きを模索しながら取り組んでいます。 

新規事業における採用についても、一定の成果は 

ありましたが、今後の課題も見えてきています。 

継続課題ですが、求人活動を①ハロー 

ワークの活用、②外部の求人媒体の活用、 

③ホームページ等の自社媒体の整え、 

④立て看板（近隣住民の方々に対する）で

の求人採用など、その対策や体制フロー

を分けて考え、活動しています。特に③④

の自社媒体の整え等を軸にすすめ、新し

い採用ホームページが完成し運用してい

ます。昨年度の新規事業の採用活動への

取り組みも一旦落ち着き、節目となった

ため、令和７年度は、新年度よりキャリア

アップ会議のありかたを以下のように 

変え取り組みたいと思います。 

・人が少なくなり人が採用できなくなる

なかで、本会議の設置目的を情報/戦略 

共有をする場とし外国人採用など法人

として人財確保の戦略を検討する 

・採用のひとつひとつを丁寧にする 

・気づきや相談ができる場になる。 

・事務作業含め、法人全体ですすめ効率 

化を図る 

 

（２）外国人介護職の採用など、多様な働き手・働き方の拡充をします。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①外国人介護職の採用人数を増やすため

に、在留資格ごとの採用方法（手順や過程）

を探っていきます。 

②足立ブロック、多摩ブロック、狛江エリア

それぞれで外国人採用に関する情報を共有

し、それぞれの特性に合わせた外国人採用

に取り組みます。 

③法人内に勤務している外国人スタッフの

コミュニティからの採用について、該当 

スタッフと情報を共有し助言を得ます。 

④外国人介護職のほかにも、障がい者雇用、

シニア人財採用、主婦（夫）層採用など、 

下半期の会議開催時に、外国人の登録支援機関と

して運営されている会社の説明を受ける機会を 

設けるなど少しずつ取り組めるようにしてい  

ます。例えば、特定技能外国人を採用するにあた

り、ネックになっていた登録支援機関への支払い

が無用のパターンもあり、紹介手数料のみが必要

で通訳などは個別で料金がかかる仕組みです。 

その他の要件も踏まえ、受け入れへの体制づくり

および条件の整えなど、各エリアではすすめてい

ますが、法人全体での具体的な戦略や共有には、 

十分に取り組めていないのが現状です。 
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多様な求職者を採用できるよう、短時間 

労働、資格取得支援制度やジョブコーチの

活用ほか、法人内外において積極的な取り

組みを行います。 

通期評価 今後に向けて 

ブロックやエリアでは、各々ですでに必要な対応を

行っていますが、進み方、意識や考え方には差も生じ

ているのが現状です。取り組みが必要と認識してい

ますが、具体的な活動につながるまでには至ってい

ません。 

各エリアでも必要な求人活動を行いなが

ら、成果を出し、法人全体でも具体的な 

動きにつながるよう取り組まなくてはい

けないと思っています。 

 

2. 活動報告 

（１）実施状況 

4/9 

4/23 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用）、職員座談会企画 

5/14 

5/28 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用）、職員座談会企画 

6/11 

6/25 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用）、職員座談会企画 

7/9 

7/23 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用）、職員座談会企画 

8/13 

8/27 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用）、職員座談会企画 

9/10 

9/24 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用）、職員座談会企画 

10/8 

10/22 

10/22 

キャリアアップ採用チーム会議 

 

キャリアアップ座談会 

採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用）、職員座談会企画 

11/12 

11/26 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用） 

12/10 

12/24 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用） 

1/14 

1/28 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用） 

2/11 

2/25 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用） 

3/11 

3/25 

キャリアアップ採用チーム会議 採用状況の確認、今後の採用戦略（求人体制づくり、

求人媒体の使用方法、ＨＰの活用） 
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（２）特記事項 

・キャリアアップ座談会 10/22（火）14：30～16：00 実施「家庭と仕事の両立」 

   さくらかえで職員５名（入居支援科、地域支援科、相談支援科、包括、管理課） 

    →発信ターゲット：30 代～40 代女性職員 

    →目的：家庭のある求職者にむけてのメッセージづくり 

    →テーマ：家庭と仕事の両立 

    →ターゲット層のニーズ：家庭と仕事の両立ができるのか？ 

    →内容：家庭と仕事のバランスがとれている 

 

 

 

【人事考課推進チーム／人財部】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）職員エンゲージメントの向上～働きがいのある会社×自分の居場所のある会社 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①ⅰ（働きがいのある会社）×ⅱ（自分の居

場所のある会社）の度合いの把握と分析 

ストレスチェック（ラフールサーベイ）や働

きやすい福祉の職場宣言事業、あるいは求

める人財像の５項目のセルフチェックなど

をとおして、ⅰ×ⅱ（職員エンゲージメン

ト）の把握と分析を行います。 

②キャリアパスや求める人財像を軸とした

人事考課制度の安定運用。公平で正当評価

にもとづく、「育成」に重点を置いた人事 

考課が、納得感をもって行われるよう、人事

考課に関する研修等を継続して行います。 

③福利厚生の整備と充実 

①ストレスチェック結果の活用については法人 

経営会議および人財部でその検討が行われま  

した。求める人財像の５項目のセルフチェックは、

下半期に実施にむけた検討を行いました。 

 

 

 

②令和６年度も一次考課者ふりかえりや面談 

（対話）をテーマにしたフォローアップ研修を行

いました。 

 

 

③福利厚生の整備と充実については、人財部で検

討が行われました。 

通期評価 今後に向けて 

令和６年度も引き続き、育成に重点を置いた、キャリ

アパスにもとづく人事考課の実施に取り組みま  

した。具体的には、考課者を対象に、一次考課者ふり

かえりやフォローアップ研修をそれぞれ年２回ずつ

行い、また人事考課や面談を介した人財育成に取り

組みました。そのなかで、考課者の視点や目線あわせ

がすすみました。 

今後の課題は、キャリアパスだけでなく、

理念や求める人財像をふまえた人事考課

をすすめることです。求める人財像５項

目を五角形の頂点にした自己評価（セル

フチェック）を導入します。また人事考課

の目線合わせをすすめるため、被考課者

を対象にした研修を実施します。 
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（２）法人内外での多様な経験～多様なキャリア形成と新たなチャレンジができる環境 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①法人内外での多様な経験を可能にする基

盤整備 

・法人職員のデータベース作成…入社日、

配属歴、取得資格、参加プロジェクト、外部

活動歴など。 

・異動計画の策定…異動キャリア形成につ

いての意向アンケートの活用など。 

・法人内外での多様な経験を可能とする多

様な勤務形態の検討。 

①異動キャリア形成についての意向アンケートを

１月に行いました。法人職員のデータベース作成

や多様な勤務形態の検討については、人財部内（あ

るいは労務セクション）での取り扱いとなりまし

た。 

 

 

通期評価 今後に向けて 

VISION2028 の進展により、労務セクションが６月

より発足しました。人財部の機能分化および機能強

化に沿って、法人内外での多様な経験を可能にする

基盤整備については、人財部および労務セクション

がその役割を担うことになります。 

この目標については、人財部および労務

セクションが中心となって取り組み  

ます。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

４月 人事考課 令和５年度下半期および総合考課（～５月） 

5/24 第１回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有（採用オリエンテーションの人事

考課パートについて打ち合わせ）、令和５年度下半期

人事考課および総合考課のふりかえり共有、一次考課

者ふりかえりの日程および内容の確認、令和６年度 

人事考課スケジュールの確認、令和５年度事業報告の

内容共有 

６月 一次考課者ふりかえり 各拠点で実施。狛江１０名（６／６）、みずき２１名 

（６／１０・１４）、足立１１名（７／２・４） 

6/28 第２回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、令和５年度下半期人事考課およ

び総合考課の進捗共有、一次考課者ふりかえりの  

共有、考課者フォローアップ研修の検討 

7/26 第３回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、令和５年度下半期人事考課およ

び総合考課の進捗共有、一次考課者ふりかえりの  

共有、令和６年度人事考課スケジュールの確認、スタ

ートアップ研修の実施見込の確認、考課者フォローア

ップ研修の検討、９／４VISION2028 マネージャー

会議の打ち合わせ 
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8/23 第４回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、令和６年度人事考課スケジュー

ルの確認、考課者フォローアップ研修（面談（対話）

をテーマにプログラム検討、VISION2028 マネージ

ャー会議の打ち合わせ（人財部全体における自チーム

の位置づけと役割について意見交換） 

9/18 

9/20 

考課者フォローアップ研修 面談（対話）をテーマにオンラインで３拠点をつなぎ

実施。狛江９名、みずき１９名、足立１２名 

9/27 第５回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、一次考課者ふりかえり（下半期）

の日程確認、令和６年度人事考課スケジュールの確

認、スタートアップ研修の実施見込の確認、 考課者

フォローアップ研修のふりかえり、異動キャリア形成

についてのアンケート打ち合わせ 

１０月 人事考課 令和６年度上半期考課（～１１月） 

11/22 第６回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、令和６年度上半期人事考課の 

ふりかえりおよび進捗共有、一次考課者ふりかえりの

日程および内容の確認、令和６年度人事考課スケジュ

ールの確認、スタートアップ研修の実施見込の確認、

異動キャリア形成についてのアンケート打ち合わせ、

令和６年度上半期事業報告の内容共有、採用オリエン

テーションの講師予定確認 

１２月 

～１月 

一次考課者ふりかえり 各拠点で実施。足立１１名（１２／３・５）、みずき１

８名（１２／１２・１３）、狛江９名（１／６）。 

12/27 第７回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、一次考課者ふりかえりの内容 

共有、令和６年度人事考課スケジュールの確認、スタ

ートアップ研修の実施見込の確認、異動キャリア形成

についてのアンケート準備、考課者フォローアップ研

修の検討、令和７年度事業計画の検討、採用オリエン

テーションの講師予定確認 

１月 異動キャリア形成についての 

アンケート 

常勤職員を対象に実施（１／１５～１／３１） 

1/24 第８回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、一次考課者ふりかえりの内容 

共有、評価面談シートエクセルの共有、スタートアッ

プ研修の実施見込の確認、異動キャリア形成について

のアンケート実施状況の共有、考課者フォローアップ

研修の検討、令和７年度事業計画の検討、採用オリエ

ンテーションの講師予定確認、２／５VISION2028

マネージャー会議の打ち合わせ 

2/19 

2/21 

考課者フォローアップ研修 一次考課者と二次考課者の対話をテーマにオンライ

ンで３拠点をつなぎ実施。狛江９名、みずき２０名、

足立１２名。 
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2/28 第９回人事考課推進チーム会議 人財部会議内容共有、令和７年度人事考課スケジュー

ルの確認、スタートアップ研修の実施見込の確認、 

考課者フォローアップ研修のふりかえり、採用オリエ

ンテーションの講師予定確認 

3/28 第１０回人事考課推進チーム会

議 

人財部会議内容共有、令和７年度人事考課スケジュー

ルの確認、スタートアップ研修の実施見込の確認、 

令和７年度事業計画の実施内容について検討、採用 

オリエンテーションの講師予定確認 

 

（２）特記事項 

   特になし 

 

 

【育成チーム／人財部】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）採用オリエンテーションを法人全体で継続かつ定期的に実施できるようにします。ふりかえり

として新人合同研修会の開催をします。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①法人全体での実施とし、年６回定期開催

します。 

②オリエンテーション後、２ヶ月以上経過

した段階で新人合同研修会を受講し、ふり

かえりの研修とします。同期とのつながり

を感じ、意見交換の場をつくります。 

③採用オリエンテーション項目は管理職が

管理し実施します。（責任と能力開発） 

・6 月 10 月 12 月 2 月に開催しました。※8 月

は参加者が少数だったため未開催でした。 

・4 月 10 月に開催しました。指導職がこの研修

内で一部パートの講師を担いました。 

・管理職がグループに分かれてパート毎の内容の

見直し・改訂、講師を担当しました。資料について

は概ね完成し、管理職による講師担当も一巡して

います。 

通期評価 今後に向けて 

・採用オリエンテーションの内容が固まり、定期開

催が形となりました。運営する育成チームの議事進

行や会場設営・通信設定なども定着しました。 

・採用オリエンテーションと新人合同研修会で重複

していた項目について整理しました。 

・管理職によるパート別の打ち合わせ、資料作成を

とおしてブロックを超えたコミュニケーションがさ

れるようになりました。 

・令和 7 年度の新人合同研修会の内容を、採用オリ

エンテーション受講者を前提として見直しを行いま

した。 

・採用オリエンテーションをはじめとし

た各種研修は、法人職員として法人理念

や求める人財像などを理解し、実践する

うえで大切な学びの場となるように、 

更なるブラッシュアップをしていき  

ます。 

・新人合同研修会では参加職員の交流が

活発になるように、ボッチャなどの交流

型の企画も検討していきます。 

・管理職によるパート別の項目について

メンバーの入れ替えを検討していき  

ます。担当パートを替えることで理解が
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深まるとともに管理職間のコミュニケー

ションが活発になることを目的としてい

ます。 

 

（２）キャリアパスにもとづき、各階層別研修が揃い受講できる体制を整えます。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①各階層別の研修を受講することで、知識

向上と求められていることを理解します。 

②キャリアアップのための要件とし、階層

別研修を受講することで新たな目標、責任

と自覚を学びます。 

 

 

・新人合同研修会、一般職中級上級合同研修会を 

予定どおり開催しました。 

・「求める人財像」の受講履歴の管理を始めました。 

・指導職研修について見直しを行いました。「健康

経営」の視点を法人に取り入れるにあたり管理職

のサポートのもと、実務を担う形での研修内容を

組み立てています。 

通期評価 今後に向けて 

・採用オリエンテーション、新人合同研修会、一般職

中級上級合同研修会で法人理念、基本方針、求める人

財像を繰り返し受講し、確認することで日々の業務

での実践につながる学びが得られました。一般職中

級上級合同研修会ではフィードバック研修を行うこ

とでそれぞれが自分の「求める人財像」を他者に伝え

ることができました。 

・一般職初級の研修について具体的な進展はありま

せんでしたが他階層研修との内容やスケジュール等

について検討を重ねました。 

・一定程度整った採用オリエンテーショ

ンですが引き続きブラッシュアップをし

ていきます。 

・一般職初級の研修については引き続き、

新たに創設するかも含め検討します。 

・指導職研修の内容を昨年度以前とは 

変えて法人に新たに取り入れる「健康 

経営」についての課題に取り組んでいき

ます。 

 

 

（３）ＯＪＴの仕組みを理解する。育成の仕方を学ぶ機会をつくります。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①プリセプター制（チューター制）の仕組み

を理解して事業所で活用できるようにし 

ます。 

②教える側、教わる側がともに成長できる

ものにして行きます。 

・一般職中級上級合同研修会で「中堅職員における

ＯＪＴのすすめ方」の講義を行いました。 

通期評価 今後に向けて 

・一般職中級上級合同研修会で組まれている以外は

実施できていません。 

・階層別の研修の整理をする中でＯＪＴ

の仕組みを理解する機会をどのような 

形でつくっていくか検討します。（既存の

階層別研修のいずれかに組み込むのか、

別に組むのか、現状のままとするのか等） 
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２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

4/15 新人合同研修会 

 

指導職研修 

 

第４４回 育成チーム会議 

新人合同研修会… 

足立ブロック：９名 多摩ブロック：７名 

指導職研修：新人合同研修会内で研修講師を担う 

開催場所：さくら、みずき 

会議…新人合同研修会のふりかえりおよび反省 

5/20 第４５回 育成チーム会議 ・指導職研修ふりかえりの共有、今後のすすめ方確認 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・新人合同研修会（10 月）の内容確認 

・一般職中級上級合同研修会の内容確認 

・次期の指導職研修の内容検討 

6/12 採用オリエンテーション 採用オリエンテーション…足立ブロック：16 名  

多摩ブロック：3 名 

開催場所：さくら、みずき 

6/17 第４６回 育成チーム会議 ・指導職研修ふりかえりの共有、今後のすすめ方確認 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・新人合同研修会（１０月）の内容確認 

・一般職中級上級合同研修会の内容確認 

・次期の指導職研修の内容検討 

7/15 第４７回 育成チーム会議 ・指導職研修ふりかえりの共有、今後のすすめ方確認 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・新人合同研修会（１０月）の内容確認 

・一般職中級上級合同研修会の内容確認 

・次期の指導職研修の内容検討 

7/17 一般職中級上級合同研修会 一般職中級上級合同研修会 

…足立ブロック：５名 多摩ブロック：６名 

開催場所：さくら、みずき、こまえ 

8/19 第４８回 育成チーム会議 ・指導職研修ふりかえりの共有、今後のすすめ方確認 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・新人合同研修会（１０月）の内容確認 

・一般職中級上級合同研修会の振り返りおよび反省 

・次期の指導職研修の内容検討 

9/16 第４９回 育成チーム会議 ・指導職研修ふりかえりの共有、今後のすすめ方確認 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・新人合同研修会（１０月）の内容確認 

・次期の指導職研修の内容検討 

4 月～ 

9 月 

指導職研修 4/15、10/21 新人合同研修会内で研修講師を担う 
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10/9 採用オリエンテーション 採用オリエンテーション 

…足立ブロック：3 名  多摩ブロック：9 名 

開催場所：さくら、みずき 

10/21 新人合同研修会 

 

 

指導職研修 

育成チーム会議 

新人合同研修会 

…足立ブロック：１１名 多摩ブロック：３名 

開催場所：さくら、みずき 

指導職研修：新人合同研修会内で研修講師を担う 

会議…新人合同研修会の振り返りおよび反省 

11/18 第５０回 育成チーム会議 ・指導職研修の人財部へのフィードバック確認 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・次期の指導職研修の内容検討 

12/11 採用オリエンテーション 採用オリエンテーション 

…足立ブロック：７名  多摩ブロック：３名 

開催場所：さくら、みずき 

12/16 第５１回 育成チーム会議 ・オリエンテーション振り返り 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・新人合同研修会（翌 4 月）の内容検討 

・次期の指導職研修の内容検討 

1/20 第５２回 育成チーム会議 ・オリエン推進会議の進捗共有 

・採用オリエンテーションについて 

・新人合同研修会（翌 4 月）の内容検討 

・次期の指導職研修の内容検討 

2/12 採用オリエンテーション 採用オリエンテーション 

…足立ブロック：7 名  多摩ブロック：7 名 

開催場所：さくら、みずき 

2/17 第５３回 育成チーム会議 ・求める人財像の研修受講管理について 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・新人合同研修会（翌 4 月）の内容検討 

・次期の指導職研修の内容検討 

3/17 第５４回 育成チーム会議 ・求める人財像の研修受講管理について 

・オリエン推進会議の進捗共有 

・採用オリエンテーションについて 

・新人合同研修会（翌 4 月）の内容確認 

・次期の指導職研修の内容検討 
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≪財務部≫ 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）法人全体で決算の黒字化を達成します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①事業（サービス区分）ごとの目標利用率

の設定と進捗管理。目標利用率（事業に  

よっては件数等）について、黒字化をベー

スとした根拠のある  数値設定をするとと

もに、赤字体質の事業について精査します。 

②「指標」の設定・共有と、それに基づく 

予算執行管理。財務三表（資金収支計算書、 

事業活動計算書、貸借対照表）それぞれの 

特徴を理解したうえで、サービス活動増減

差額（事業活動計算書）の黒字化を軸とした

予算の執行管理を行います。 

③令和６年度報酬改定への対応。介護保険・

障害福祉サービスの報酬改定内容、一本化

される処遇改善への対応、運営基準の遵守、

漏れ・間違いのないよう対応していきます。 

①財務部会議にてたたき台を提案・検討後、えん 

セクション会議にて財務指標の法人共通の設定を

試行しました。足立ブロックで使用している収入

予算比グラフや多摩ブロックで使用しているＡ３

表の共有から始め、経営分析ソフトを活用しなが

らすすめました。進捗を両ブロック会議等で共有

し、課題を財務部会議に持ち帰りました。表・グラ

フの見やすさや共有の方法など、さらなる精査が

必要です。 

 

 

③報酬改定への対応は、各拠点・事業所のところで

行われました。対応状況、経営への影響の共有、 

制度体系の共有・加算の理解等、各拠点・事業所の

取り組み状況を、財務部会議内で確認しました。 

通期評価 今後に向けて 

２年連続で法人全体での黒字化という目標について

は達成しました。ブロック・拠点での予算管理は精度

が高くなっています。ただし共通の財務指標にもと

づく予算管理等は、まだばらつきがあり十分とは 

言えません。よりわかりやすく有効な財務指標に 

もとづく分析をさらにすすめる必要があります。 

法人経営黒字化(の継続)に向け、共通の 

財務指標の運用のもと、有効な財務分析

に取り組みます。処遇改善加算の令和７

年度分の増配分も令和６年度の報酬改定

に組み込まれており、より厳密な財務 

管理が求められると考えます。 

 

（２）安定かつ希望の持てる未来に向け、体制の構築を図ります。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①中長期資金計画表の精度アップ・完成

【（仮）カネセクション、（仮）モノセクシ  

ョン】。新規事業や大規模修繕等に明確な見

通しを示せるようにしていくため、法人の

資金・資産状況を正確に把握していきます。 

 

②予算の編成【（仮）カネセクション】。執行

管理の精度を上げていくため、令和７年度

予算編成について、法人全体で共通認識の

もと、拠点・サービス区分ごとの予算編成が

①４月にえんセクションが、６月にものセクショ

ンが発足しました。えんセクションで中長期資金

計画、ものセクションで中長期設備投資計画の 

取りまとめに取り組みました。左記掲げた内容に

ついては着実にすすんでいますが、まだ十分なま

とめと活用には至っていません。 

②予算編成を、法人全体での共通認識のもと財務

部主導ですすめる取り組みには至りませんでし

た。理事会・評議員会ごとに財務報告要旨を作成し 

報告しました。予算執行管理は着実にすすみま 
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できるよう取り組みます。 

③財務ガバナンスのチェック強化【（仮）カ

ネセクション】。対面往査の実施含め、内部

監査的な機会をつくります。 

 

 

④物品調達・物品再配置の仕組みづくり

【（仮）モノセクション】。各拠点における

物品調達の見える化と共有を図ります。 

 

⑤管理職への勉強会の企画 

事業・部署を統括する管理職が予算を把握

し執行管理し、利用者支援の充実との両立

が図れるよう、知識や現状、指標等の共有を

図ります。 

した。 

③コロナ禍以来中断していた対面往査が８月から

再開し、（株）福祉会計サービスセンターによる 

証憑書類の確認等実施しました。その指摘も踏ま

え起案書や物品等購入依頼書の書式・運用を見直

し、法人統一書式を作成しました。 

④ものセクションが発足し、保険の見直し(法人 

一括契約への移行)はじめ、種々契約内容の情報 

共有や見直しが行われています。透明化と効率的

な執行につながっています。 

⑤ ２ 回 の 座 談 会 を 実 施 し ま し た 。 ９ 月 の

VISION2028 マネージャー会議では、全管理職と

財務部メンバーが参加し、お金について率直に 

話し合いました。２月には事業所の課題について、

事業所管理職とえんセクションメンバーでの課題

の共有と提案を行いました。 

通期評価 今後に向けて 

えん・もの両セクションが発足しました。えんセクシ

ョンは従来の財務チームをベースにしていますが、

ものセクションはゼロからの構築です。体制の構築

と意図を持った活動が、少しずつではありますが、 

着実にすすんでいると評価しています。法人全体で

事務職員間の情報共有や協働がすすみました。また

管理職が財務について理解と関心を深める取り組み

も実施しました。 

活動を着実に進すするには準備が必要で

すが、その余力を生み出すのが課題と 

言えます。えんセクションリーダー（前 

多摩ブロック事務長)の退職もあり、部お

よびセクションをけん引していくリーダ

ーと、提案や課題抽出が主体的にできる

メンバーの育成が今後求められます。 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

4/4 財務部会議 補助・助成金、昨年度入札、中和泉ＧＨ計画、インボ  

イス制度、電子帳簿保存法、えんセクション・ものセク

ション、事業計画進捗管理 

5/2 財務部会議 経営指標について、補助・助成金、昨年度入札、中和泉

ＧＨ計画、電子帳簿保存法、えんセクション・ものセク

ション、報酬改定対応、管理職勉強会 

6/6 財務部会議 補助・助成金、昨年度入札、狛江エリア新規事業、電子

帳簿保存法、えんセクション・ものセクション、管理職

勉強会 

7/4 財務部会議 補助・助成金、昨年度入札、狛江エリア新規事業、処遇

改善加算、えんセクション・ものセクション、予算の  
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編成、管理職勉強会 

8/1 財務部会議 補助・助成金、狛江エリア新規事業、電子帳簿保存法、

処遇改善加算、えんセクション・ものセクション、予算

の編成、管理職勉強会 

9/5 財務部会議 補助・助成金、狛江エリア新規事業、電子帳簿保存法、

処遇改善加算、えんセクション・ものセクション、予算

の編成、管理職勉強会(振り返り) 

10/3 財務部会議 補助・助成金、狛江エリア新規事業、二次補正予算・  

財務報告要旨 

11/7 財務部会議 補助・助成金、狛江エリア新規事業、予算編成、管理職

への勉強会 

12/5 財務部会議 補助・助成金、狛江エリア新規事業、予算・補正予算  

編成、往査日程、処遇改善、管理職への勉強会 

1/7 財務部会議 補助・助成金、狛江エリア新規事業、予算・補正予算  

編成、管理職への勉強会、起案書・物品等購入依頼書、

経理規程に基づく役割、共通財務指標、事業計画作成 

2/5，6 財務部会議 補助・助成金、狛江エリア新規事業、予算・補正予算  

編成、管理職への勉強会、起案書・物品等購入依頼書、

共通財務指標、事業計画作成 

3/6 財務部会議 補助・助成金、予算・補正予算編成、利用料請求、往査

日程、処遇改善、起案書・物品等購入依頼書、共通財務

指標、管理職への勉強会の企画、取引銀行、 

4/2 えんセクションプレ会議 中長期計画共有、今年度事業計画/体制、中長期資金計

画、会計往査準備 

4/23 えんセクション会議 決算往査準備、中長期資金計画 

5/28 えんセクション会議 前年度振り返り、一次補正予算、中長期資金計画、財務

指標、ＷＡＭ現況報告書 

6/25 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標、ＷＡＭ現況   

報告書 

7/23 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標 

8/27 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標 

9/24 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標 

10/29 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標、財務ガバナンス

強化、既存事業管理のための体制構築 

11/25 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標、財務ガバナンス

強化、既存事業管理のための体制構築 

12/24 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標、財務ガバナンス

強化、既存事業管理のための体制構築 

1/28 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標、財務ガバナンス

強化、既存事業管理のための体制構築 
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2/25 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標、財務ガバナンス

強化、既存事業管理のための体制構築、事業計画 

3/25 えんセクション会議 往査準備、中長期資金計画、財務指標、財務ガバナンス

強化、既存事業管理のための体制構築 

6/18 ものセクション会議 ものセクションがやること、年間スケジュール 

7/16 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有 

8/20 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有、

保険の見直し、ワイズマン契約、携帯電話契約 

9/17 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有、

固定資産棚卸し 

10/15 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有、

固定資産棚卸し、中小企業組合制度の利用検討 

11/19 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有、

固定資産棚卸し、中小企業組合制度の利用検討 

12/17 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有、

固定資産棚卸し 

1/21 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有 

2/18 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有、

事業計画 

3/18 ものセクション会議 中長期設備投資計画、「もの」についての状況課題共有 

4/9 令和５年度分 会計往査 ２月分。遠隔で実施 

5/13,14 令和５年度分 決算往査 遠隔で実施 

7/2 会計往査 ４，５月分。遠隔にて実施 

8/6 会計往査 ６月分。さくらにて対面で実施 

9/3 会計往査 ７月分。みずきにて対面で実施 

10/ 会計往査 ８月分月次処理。えだまめ施設整備 

11/ 会計往査 ９月分。えだまめ施設整備等 

12/ 会計往査 １０月分。受託事業契約書閲覧、えだまめ施設整備等 

1/ 会計往査 １１月分。えだまめ施設整備等 

2/ 会計往査 １２月分。未解決事項の整理対応、介護サービス事業者

経営情報の報告等 

3/ 会計往査 １月分、えだまめ施設整備等 

9/4 第１回 財務部座談会 VISION2028 マネージャー会議内で実施 

「お金についてのコミュニケーションの架け橋をつく

る～わがこととしてお金のことを捉える～」 

2/25 第２回 財務部座談会 えんセクションメンバーと管理職４名で実施 

「みずき通所支援課（Ⅱ課）の送迎委託の車輌１台増車

したい件」 

 

（２）特記事項  特になし 
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≪情報マーケティング部≫ 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）それぞれの施設事業所において、「つながり支援」が、食事支援や入浴支援と同じく、利用

者支援のひとつになっている。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①支援におけるさまざまな機会をとらえ

て、私たち自身が「つながり支援」という 

新たな支援の視点で、例えば以下の観点 

から、いまの支援を捉え直し、支援の見方を

ひろげていきます。 

・つながり支援は、外へ出向かなくてもで

きる。 

・つながり支援は、いましている支援のな

かでもできる。 

・つながり支援は、ちょっとしたことでも

できる。 

・つながり支援は、いまある仕組みをちょ

っとひろげるだけでもできる。 

・つながり支援は、ご利用者ひとりひとり

をよく知る職員が、支援の専門性を発揮

して、ひとりひとりに合ったつながり方

をサポートしていく必要がある（支援の

腕のみせどころ）。 

①「ご利用者が地域とつながる」ことへの支援 

（つながり支援）の展開・深化を、最重要課題と 

位置づけ、それぞれの事業所でできることから 

取り組みを始めました。谷在家さくらマルシェの

キッズベビーコーナーへのご入居者の参加（さく

ら・かえで）、敷地駐車場を中心にした清掃活動 

（クリーン作戦）の継続実施（リブインさくら）、

調布市社会福祉事業団すまいる様のパン類やひば

り福祉会作業所様のこんにゃく類など新たな納品

契約での食材をとおしたご利用者と地域のつなが

り（みずき）、市民団体「わたしたちはここにいる

よプロジェクト」でのご利用者の作品展示（狛江）

など。※詳細はランドマークチームの項をご参照

ください。 

通期評価 今後に向けて 

ご利用者が地域とつながるための「つながり支援」を

意識した取り組みが、各所それぞれの地域事情に 

あわせて始まりました。情報マーケティング部や 

ランドマークチームでの動きを、ブロック・エリアや

事業所の運営にどうつなげていけるかがポイントで

す。会議などをとおしてマネージャー（管理職）同士

で方向性の共有とすりあわせを行いながら、できる

ことから取り組みを行っています。 

それぞれの事業所の現状をふまえたうえ

で、これまでの取り組みの継続や展開・ 

深化や、新たな取り組みへのチャレンジ

などを行います。 

 

 

 

（２）職員自身が地域とつながることが、「つながり支援」の大きな力になる。そのことに自分たち

（職員）が気づいていく。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①「職員が、ご利用者とともに地域とつなが

る機会」を、普段の仕事のなかにつくれるか

がポイントです。例えば、以下の観点から、 

①「職員が地域とつながる」ことも最重要課題と 

位置づけ、取り組みを行いました。足立ブロックで

は、奇数月の最終日曜日に行われる谷在家さくら
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業務全般をふりかえり、見直し、整えます。 

・つながり支援は「ながら支援」。あまり 

大げさに考えず、できることから始め 

よう。 

・「つながり支援」が普段の仕事に組みこめ

れば、職員が仕事のなかで、ご利用者が 

地域とつながってうれしい姿に触れられ

る。結果、「つながり支援はご利用者支援

のひとつ」と 自然に思えるようになる。 

・仮に、その場にご利用者が一緒におらず、

「職員だけが地域とつながる機会」に 

なったとしても、それはそれでＯＫ。その

後のつながり支援の力になる。 

・つながりの発展…単発企画→継続企画→

顔見知りの関係へ。 

マルシェに介護職員をはじめ多職種・多事業所の

職員が参加しています。また足立区鹿浜地域学習

センター様主催のおしごとらんどに複数の職員が

参加し、地域の子どもたちを対象に視覚障害体験

や血圧測定体験や車いす操作体験など行いまし

た。新たな取り組みとしては、地域包括支援センタ

ー鹿浜が主催する介護者教室に介護職員が講師と

して参加し、地域の方に移乗支援についてお伝え

しました。みずきでは、地域の福祉事業所との連携

や広報媒体配布に職員が携わり、狛江エリアでは、

こまぱくやここプロ、こまほっとでの作品展示会

に職員がかかわるなど、地域とつながる機会を 

継続して持っています。 

通期評価 今後に向けて 

「つながり支援」定着のポイントのひとつが、「職員

が地域とつながる」ことであり、ご利用者が地域とつ

ながる場面に職員が立ち会え、「つながり支援」の 

楽しさと重要性を体験することです。ご利用者への

日々の支援業務があるなかで、どうそれを実現させ

ていくか。ひきつづきの課題です。 

谷在家保育園様との交流促進（それに 

より職員がご利用者と一緒にかかわる 

機会を増やす）（さくら・かえで）、コロナ

禍で中断していたご利用者の外出支援の

再開（みずき）など、事業所それぞれに 

あった取り組みを、運営に携わるマネー

ジャー（管理職）同士で連携協議し模索

し、実施します。 

 

（３）それぞれの施設事業所において、地域における社会参加ニーズと直接つながる仕組みができて

いる。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①地域における社会参加ニーズと直接つな

がる仕組みをつくり、育てます。※以下は案 

・機会と仕組みを適切に活かせれば社会 

参加できるひとたちとつながる施策… 

ママカフェ、 保健所、短時間労働、資格

取得支援、介護の機械化・ＩＣＴ化、ボラ

ンティア受け入れの体制整備（バリエー

ションを増やす、コーデネート機能を 

整える）、など。 

・地域のひとたちや制度によるサポートや

支援のもとで社会生活を営めるひとたち

とつながる施策…足立邦栄会の行う福祉

①地域包括支援センターなどでの主業務をとおし

た取り組み（はじめてのフレイル予防教室、みんな

で元気アップ教室、など）、介護補助や行事演芸の

ボランティアの受け入れ、中学生や他の障害福祉

事業所ご利用者の職場体験の受け入れ、特別支援

学校の進路見学会の実施、外国人技能実習生の 

受け入れ、府中市作業所連絡会様を通した清掃 

業務委託契約の再開など、各所で取り組みを行い

ました。 
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事業や地域の「つながりの輪」を介して。 

・地域の防災拠点になる…行政や公的機関

など地域の「つながりの輪」と協働して 

災害時に日常生活を保てなくなるひと 

たちをサポートできる体制を平時のうち

に整える。 

②地域における「つながりの輪」づくりを 

すすめます。※以下は例 

・つながるひとたち…地域のひとたち、 

ボランティア、地域団体、企業、行政（地

域福祉計画との連動）、公的機関（社会福

祉協議会、図書館、学校、消防署）など。 

・つながり方…福祉サービスで、また福祉

サービス以外の方法で ヒト・モノ・カネ

を介して 施設事業所のなかまたは外で

（アウトリーチ）。 

・つながりの発展…単発企画→継続企画→

顔見知りの関係へ/そのなかで地域の 

ニーズを捉え確かめる力をつける。 

③法人内外への情報発信力を高めます～ 

情報発信の楽しさと情報管理の的確さの

両立。 

・足立邦栄会全体における情報発信の司令

塔（ディレクター）の確立 

・ＳＮＳや動画配信などのネット媒体に 

おける情報発信体制の構築 

・機関紙・広報誌などの紙媒体における 

使い方のレベルアップ…直接的関係構築

力という 強みを活かす、法人全体の広報

誌「Heart to Ｈeart」の定期発行。 

・法人内部での情報発信および情報共有 

体制の構築。 

 

 

 

 

 

 

②また①と連動するかたちで、地域における「つな

がりの輪」づくりにも取り組みました。近隣の谷在

家保育園様との交流再開（足立ブロック）、武蔵野

の森相互応援協定所属施設栄養士会議をきっかけ

にした近隣施設との交流（みずき）、狛江市社会 

福祉協議会主催の三つの会議体への参加（狛江 

エリア）、機関広報誌をはじめ各種の広報媒体の 

近隣施設や事業所・行政への配布（各ブロック・ 

エリア）などを行いました。 

 

 

 

 

③VISION2028 の各部・各チームおよびそれぞれ

の事業所にて、ホームページや機関広報誌、ＳＮＳ

などで、定期的な情報発信を行っています。また 

ＳＮＳによる情報発信を重要課題と位置づけ、 

情報戦略チームにおいて、各拠点でのＳＮＳでの

情報発信体制づくりに取り組んでいます。また 

令和７年１月２１日、法人全体の広報誌「Heart 

to Ｈeart」のリニューアル新号を発行しました。 

 

通期評価 今後に向けて 

①②について、各事業所において VISION2023 で

の取り組みを継続・発展させており、今後も、各拠点

の VISION2028 詳細計画をもとに、取り組みを 

すすめます。 

③も同じく、各事業所において VISION2023 での

取り組みを継続・発展させています。今後は、ＳＮＳ

での情報発信など、さらなる進展が課題です。 

①②については各拠点の VISION2028

詳細計画をもとに、現在の取り組みを 

継続・発展させていきます。 

③については、現在の取り組みを継続 

させるとともに、情報戦略チームを中心

にＳＮＳでの情報発信のルールづくりに 

取り組みます。 
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２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

4/17 第１回 情報マーケティング部 

会議 

令和５年度事業報告打ち合わせ、VISION2028 月次

報告の事前入力について、重点目標１～３の各拠点・

各チームの進捗共有 

5/7 第２回 情報マーケティング部 

会議 

ランドマークチームメンバー変更、VISION2028 推

進会議内容共有、重点目標１～３の各拠点・各チーム

の進捗共有 

6/10 第３回 情報マーケティング部 

会議 

VISION2028 推進会議内容共有、重点目標１～３の

各拠点・各チームの進捗共有 

7/8 第４回 情報マーケティング部 

会議 

VISION2028 推進会議内容共有、９/４マネージャー

会議の打ち合わせ、チーム運営の要点確認、重点目標

１～３の各拠点・各チームの進捗共有 

8/12 第５回 情報マーケティング部 

会議 

VISION2028 推進会議内容共有、重点目標１～３の

各拠点・各チームの進捗共有 

9/9 第６回 情報マーケティング部 

会議 

VISION2028 推進会議内容共有、上半期事業報告の

打ち合わせ、重点目標１～３の各拠点・各チームの進

捗共有 

10/16 第７回 情報マーケティング部 

会議 

VISION2028 推進会議内容共有、上半期事業報告の

確認共有、ネット関連保守について、重点目標１～３

の各拠点・各チームの進捗共有 

11/11 第８回 情報マーケティング部 

会議 

VISION2028 推進会議内容共有、重点目標１～３の

各拠点・各チームの進捗共有、第４２回関東・甲信越

地区身体障害者施設職員研修大会参加者とりまとめ 

12/9 第９回 情報マーケティング部 

会議 

VISION2028 推進会議内容共有、ネット関連保守に

ついて、重点目標１～３の各拠点・各チームの進捗 

共有、第４２回関東・甲信越地区身体障害者施設職員

研修大会の参加者とりまとめ 

1/13 第１０回 情報マーケティング 

部会議 

VISION2028 推進会議内容共有（事業数の整理な

ど）、重点目標１～３の各拠点・各チームの進捗共有、

新しい議事書式の共有、令和７年度事業計画の打ち合

わせ、２/５マネージャー会議の打ち合わせ 

2/10 第１１回 情報マーケティング 

部会議 

VISION2028 推進会議内容共有、令和７年度事業計

画の進捗共有、ネット関連保守について、重点目標１

～３の各拠点・各チームの進捗共有 

3/10 第１２回 情報マーケティング 

           部会議 

VISION2028 推進会議内容共有、重点目標１～３の

各拠点・各チームの進捗共有 

 

（２）特記事項  特になし 
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【ランドマーク／情報マーケティング部】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）ご利用者・職員が地域とつながることを第一に地域活動に取り組みます。「つながり支援」の観点

でランドマークチームのみならず、法人全体での地域活動の推進、「つながりの輪」づくりの発展

を各地域（３拠点）で展開します。これらランドマークチームの実践は内外に広くアピールし、つ

ながりの発展の可能性を探ります。また、ランドマークチームが生み出している価値を、全国基準

で客観的に捉えていきます。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①ご利用者が地域とつながることに取り組

みます。これまで培ったつながりやその機

会、またこれから新しくつながる環境を「つ

ながり支援」につなげます。 

②ご利用者・職員が地域とつながること、つ

ながるひとたちがつながれる場面を創出し

ます。現在ある地域活動をベースに、それぞ

れの拠点（足立・府中・狛江）では、拠点の

計画にもとづいた地域活動を行い、定例会

議において、進捗を共有して検証と評価を

行います。 

（足立）さくら・リブインさくらを拠点とし

て地域交流・多世代交流など。 

（府中）「café at」を中心とした地域交流・

体験や実習環境の提供など。 

（狛江）社会福祉協議会や包括支援セン 

ター・市民活動団との協働、地域活動

づくりなど。 

③法人全体、拠点同士の相互作用が発揮 

されるよう、拠点での活動に際し他拠点の

活動や人員も活用します。相互交流のある

活動を取り入れていきます。 

⑥情報戦略チームと連動し、法人ホームペ

ージにおいて、ランドマークチームの地域

活動のお知らせと報告を拠点ごとに行い 

ます。 

 

 

 

 

①②③⑥ 

ランドマークチームは共通目的である「つながり

支援」に向けて、『チームこまえ（狛江）』・『チーム

さくら（足立）』・『チームみずき（府中）』の３拠点

で活動を実施しています。その実施内容を活動記

録表に記入し、ランドマークチームの今後に向け

た活動指針としています。 

また、それぞれの各拠点の活動を定期的（月１回以

上、持ち回りで実施）に法人ホームページで記事と

して報告を行いました。 

『チームさくら（足立：さくらかえで・リブインさ

くらで活動が異なります。）』 

さくらかえででは、隔月の最終日曜日に「谷在家さ

くらマルシェ」を開催しています。開催ごとに新規

の試みを行っています。それにより、地域住民と 

ご利用者の交流の場が提供できています。実施 

イベント：太鼓の演奏（太鼓打ち体験の参加型演奏

体験を実施しました）、ダーツ（日本ダーツ 協会

様よりダーツをお借りしてダーツ大会を実施しま

した）、顔彩ワークショップ（狛江で開催している

顔彩ワークショップ）を実施しました。ランドマー

クチーム内の拠点間情報共有による活動をとおし

たつながりとなりました。足立の地域会議におい

ては「ご利用者・職員が地域とつながる」「施設・

事業所が地域とつながる」を題材として、地域包括

支援センターで創出した自主グループへのご利用

者の参加を検討し実施しました。また、近隣の谷在

家保育園様との交流を計画し実施しました。（朝の

体操へご入居者が参加、保育園児の来所）。 

リブインさくらでは、わらび餅の移動販売と施設
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④主に職員に向けた「定例報告会」を実施し

ます。 

 

 

⑤外部団体の主催する「実践報告会」に参加

し、ランドマークチームの実践報告を行い

ます。 

周辺のクリーン作戦（ご利用者参加）を実施し、 

地域包括支援センターが行う絆のあんしんネット

ワーク連絡会では施設スペースの無償貸出のご案

内を行いました。また、地域交流の一環として足立

区古千谷町会の会長様にインタビューを行い、 

それをリブインさくらの機関広報誌「りんどう」に

掲載して町会配布をしていただきました。 

『チームみずき（府中）』 

近隣施設栄養士会を実施し、近隣施設との交流、協

力体制強化につながりました。近隣施設との関係

性を深めることにより、近隣施設のイベントのお

誘い、出店依頼など交流が深まりました。近隣施設

とのつながりが深くなることで、情報交換の機会

が増え、食材ルートの開拓ができました。 

みずき café at の委託販売者との情報交換によ

り、近隣施設との交流が生まれ、イベントのお誘い

（ご利用者参加）や食材ルートの開拓につながり

ました。みずき café at での他施設ご利用者余暇

支援利用や特別支援学校生徒さんの利用、また 

作品の展示など、café at 利用の営業を行い、  

みずきの認知度が広まりました。こうした活動の

継続により施設間の交流が深まり、関係強化につ

ながりました。 

『チームこまえ（狛江）』 

ご利用者が参加できる企画やイベントを実施しま

した。市民団体「わたしたちはここにいるよプロジ

ェクト」では、ご利用者の作品展示や紹介を行いま

した。それにより見学に来るご利用者もあり、現地

で交流するつながりを見ることができました。 

また、今年度はこれまで地域活動を積極的に行っ

てきたポンテの活動内容にも焦点をあてること

で、チームこまえ全体のランドマークとしての 

活動を共有、発信することができました。 

④９月にランドマークチーム第５回定例報告会を

行いました。各拠点をオンラインで結び、多くの職

員へランドマークチームの活動を伝えることがで

きました。 

⑤１２月に「第４２回関東・甲信越地区身体障害者

施設職員研修大会」に参加し、「利用者が地域と 

つながる街づくり」をテーマにランドマークチー
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 ムで足立邦栄会の地域活動について実践報告を 

行いました。 

1 月のランドマークチーム会議でふりかえりを 

行い、ランドマークチームとして各拠点での取り

組みについて、次年度以降についても外部発表を

行っていき、法人としての認知度および実績を 

積みあげていくことを確認しました。 

通期評価 今後に向けて 

ランドマークチーム全体として、各拠点の活動内容

の情報交換が以前より密になり、情報を共有する 

ことで、それぞれの拠点活動で活かすことができる

ようになりました。外部団体の主催する実践報告会

への参加で、足立邦栄会として初めて「第４２回関

東・甲信越地区身体障害者施設職員研修大会」に参加

し、VISION2023 から VISION2028 にかけての

取り組み、ランドマークチームや拠点ごとの実績を

外部に向けて発信することで、他法人からも、法人内

事業所の横断的チーム活動という取り組みのユニー

クさ、それぞれの拠点がしっかりと地域とつながっ

てきた実績に対する好評をいただき、これまで積み

あげて進んできた足取りの確かさを改めて感じる 

ことができました。 

『チームさくら（足立）』 

隔月の最終日曜日開催の谷在家さくらマルシェに 

おいては、開催ごとに違う企画（ご利用者参加）を 

実施しました。地域会議においては月１回の会議時

に活動方針を決め、地域とご利用者がつながること

に取り組みました。 

『チームみずき（府中）』 

近隣栄養士会の実施により、近隣施設とのつながり

強化が図れました。他施設の方々、近隣住民の方々に

みずき café at のご利用を定期的にご予約してい

ただくようになりました。「みずき」の認知度が高ま

っています。 

『チームこまえ（狛江）』 

こまぱくなどのイベントを開催し、よかった点、悪か

った点などが明確になりました。天候や時間による

来場者に波があること、スペースの都合でイベント

に参加できるご利用者が極めて限られること、とい

った課題点に気づくことができました。 

情報交換の要として各拠点からあがって

いる「活動記録表」が蓄積されてきている

ので、地域資源マニュアル化と使える 

名刺リスト化を今後も継続していき  

ます。中長期計画として令和８年度には

形になれば良いと考えます。外部での 

実践報告会については、経営層からの 

情報共有を依頼しています。３月時点で

複数の令和７年度実践報告会の開催情報

を確認していますので、参加に向けて 

計画をすすめていきたいと考えます。 

 

 

 

『チームさくら（足立）』 

今後「谷在家さくらマルシェ」の在り方を

検討するための話し合いを実施し、推進

方法や改善点を確認し考えていきます。 

 

 

『チームみずき（府中）』 

みずきご利用者と地域のつながりができ

るように、他施設との関係強化をすすめ

ます。その他にも、定期的に実施していけ

る企画の確認を行います。 

 

『チームこまえ（狛江）』 

地域交流の場面を多くつくるための集客

方法が課題としてあげられます。ポンテ

やこまえ工房の活動に連携させる工夫が

今後必要で、いかにご利用者が参加でき

るようにするかがポイントです。イベン
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また、こまほっとシルバー相談室では地域住民の皆

様との話し合いが定例化し、こまほっとを利用した

企画が検討され毎月の実施につながっています。 

トスタッフによる開催当日のチラシ配り

は効果を上げていますが、イベントの 

周知をどのようにするのかも課題です。 

地域の方たちでの主体的なイベント運営

が定着してきています。今後も継続して

いけるよう連携協力していきます。 

 

 

２. 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動(会議)名 内容 

4 月 第１回ランドマークチーム会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームさくら） 

・わらび餅移動販売 

（チームさくら）★毎月実施 

・セブンイレブン移動販売 

（チームさくら）★毎月実施 

・施設周辺クリーン作戦 

（チームさくら）★毎月実施 

・こまぱく 

（チームこまえ）★毎月参加 

・令和６年度メンバー確認、令和６年度ランドマーク

チーム方針確認、各拠点の地域活動報告、法人ホー

ムページ記事確認、外部実践報告確認 

・谷在家さくらマルシェ記事を掲載 

・わらび餅移動販売実施（地域交流） 

・セブンイレブン移動販売実施（地域交流） 

・施設周辺クリーン作戦実施（ご利用者参加型） 

・地域包括支援センターと共同の食をとおした居場所

づくり参加（地域交流） 

5 月 第２回ランドマークチーム会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームみずき） 

・谷在家さくらマルシェ 

（チームさくら） 

・近隣施設栄養士会『あさひ苑』

（チームみずき） 

・近隣施設すまいるパン納品 

契約（チームみずき） 

・令和６年度メンバー変更確認、各拠点の地域活動 

報告、法人ホームページ記事確認、外部実践報告確

認、活動記録表確認 

・近隣畳店による畳張替の紹介記事を掲載 

・谷在家さくらマルシェ＋参加型太鼓演奏（ご利用者

参加、地域交流） 

・近隣施設協力体制強化（地域資源、地域交流） 

・近隣施設協力体制強化（地域資源、地域交流） 

 

6 月 第３回ランドマークチーム会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームこまえ） 

・子ども食堂（チームさくら） 

・近隣施設スクラム食材納品 

契約（チームみずき） 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認

外部実践報告確認、活動記録表確認、第５回定例報

告会確認 

・多摩川住宅エリアの活動記事を掲載 

・わらび餅移動販売実施（地域交流） 

・子ども食堂実施（地域交流） 

・近隣施設協力体制強化（地域資源、地域交流） 

7 月 第４回ランドマークチーム会議 

・法人ホームページ記事掲載

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認 

外部実践報告確認、活動記録表確認、第５回定例 
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（チームさくら） 

・谷在家さくらマルシェ 

（チームさくら） 

・子ども食堂（チームさくら） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・こどもおしごとらんど 

（チームさくら） 

・障がい児職場体験 

（チームみずき） 

報告会確認 

・谷在家さくらマルシェ記事を掲載 

・谷在家さくらマルシェ＋ダーツ大会（ご利用者参加

地域交流） 

・子ども食堂実施（地域交流） 

・フードパントリー実施（地域交流） 

・足立区鹿浜地域学習センター様主催の小学生を対象

とした介護の仕事体験の場を提供（地域資源、地域

交流） 

・障がい児職場体験実施（地域交流） 

8 月 第５回ランドマークチーム会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームみずき） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・近隣施設『あさひ苑』納涼祭 

出店（チームみずき） 

・近隣施設栄養士会『調布福祉

園』（チームみずき） 

・障がい児職場体験 

（チームみずき） 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認、

外部実践報告確認、活動記録表確認、第５回定例報

告会確認 

・近隣施設すまいるパン納品開始の紹介記事を掲載 

・フードパントリー実施（地域交流） 

・近隣施設協力体制強化（地域資源、地域交流） 

・近隣施設協力体制強化（地域資源、地域交流） 

・café at 障がい児職場体験実施（地域交流） 

 

9 月 第６回ランドマークチーム会議

（書面報告のみ） 

・ランドマークチーム第５回定

例報告会 

・法人ホームページ記事掲載

（チームこまえ、チームさくら） 

・谷在家さくらマルシェ（チー

ムさくら） 

・フードパントリー（チームさ

くら） 

・敬老会（チームさくら） 

 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認

外部実践報告確認、活動記録表確認 

・第５回ランドマークチーム定例報告会実施（令和６

年度関東・甲信越地区身体障害者施設職員研修大会

発表予定内容） 

・「ここプロ」紹介記事、「９月谷在家さくらマルシェ」

紹介記事を掲載 

・谷在家さくらマルシェ＋顔彩ワークショップ 

（ご利用者参加） 

・フードパントリー実施（地域資源、地域交流） 

・デイサービス敬老会時に近隣の谷在家保育園様と 

交流を企画するがコロナのため中止。今後のつなが

り方について谷在家保育園様に聞き取りを行う。 

１０月 

 

第７回ランドマークチーム会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームこまえ） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・東京都主催ｅパラスポーツ 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認

外部実践報告確認、活動記録表確認 

・「ここプロアート展」紹介記事を掲載 

・フードパントリー実施（地域資源、地域交流） 

・東京都主催ｅパラスポーツ参加にみずきご入居者が

参加（社会とご利用者がつながるきっかけづくり） 
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参加（チームみずき） 

・近隣特別支援学校中学部生徒 

ｃafé at で職場見学会 

（チームみずき） 

・近隣施設イベント参加 

（チームみずき） 

・みちはここから展_vol.２に 

参加（チームこまえ）  

・さつき会メイさんカフェ開催

（チームこまえ）★毎月開催 

・けやきの森学園中学部 café at で職場見学会を  

実施（地域交流） 

・調布市社会福祉事業団すずかけフェスタ（なごみ、 

そよかぜ、すまいるの３事業のお祭り）へのご招待

をいただき、みずきご利用者と職員が参加（ご利用

者参加、地域交流） 

・みちはここから展_vol.２に参加（地域交流） 

・さつき会のメイさんのカフェをこまほっとを会場に

開催（地域交流） 

11 月 第８回ランドマークチーム会議 

・法人ホームページ記事掲載 

（チームさくら） 

・谷在家さくらマルシェ 

（チームさくら） 

・子ども食堂（チームさくら） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・近隣保育園（朝の体操） 

・みずきまつり（チームみずき） 

・近隣施設栄養士会『調布市 

社会福祉事業団なごみ』 

（チームみずき） 

・外国語大学学園祭 

（チームみずき） 

・ここプロ調布げんきアート 

コラボアート展 

（チームこまえ） 

・ポンテ作品展「ぎょぎょっ展」 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認

外部実践報告確認、活動記録表確認 

・リブインさくら、「セブンイレブン」「すぷーん」  

移動販売紹介記事を掲載 

・谷在家さくらマルシェ＋ボッチャ大会（ご利用者 

参加、地域交流） 

・子ども食堂実施（地域資源、地域交流） 

・フードパントリー実施（地域資源、地域交流） 

・谷在家保育園の朝の体操にご利用者と参加（ご利用

者参加、地域交流） 

・みずきまつりに、けやきの森学園和太鼓部が参加 

（ご利用者参加、地域交流） 

・近隣施設協力体制強化（地域資源、地域交流） 

・外国語大学に職員ご利用者と参加（ご利用者参加、

地域交流） 

・ここプロ調布げんきアートコラボアート展に参加

（地域交流） 

・ポンテご利用者の作品展「ぎょぎょっ展」を開催 

（ご利用者参加、地域交流） 

12 月 第９回ランドマークチーム会議 

・「第４２回関東・甲信越地区 

身 体 障 害 者 施 設 職 員 研 修  

大会」に参加 

・法人ホームページ記事掲載

（チームみずき） 

・子ども食堂（チームさくら） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・café at 展示販売スペース 

改装（チームみずき） 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認

外部実践報告確認、活動記録表確認 

・「第４２回関東・甲信越地区身体障害者施設職員研 

修大会」第４分科会「相談支援、地域移行支援、  

地域貢献」に参加し、「利用者が地域とつながる街 

づくり」をテーマにランドマークチームで発表 

・職場体験（café at）紹介記事を掲載 

・子ども食堂実施（地域資源、地域交流） 

・フードパントリー実施（地域資源、地域交流） 

・café at 展示販売スペースに、近隣商店で購入した

畳エリアを作り、さまざまなお客様がご利用しやす
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・近隣特別支援学校中学部作品

展示（チームみずき） 

・フードドライブ実施 

（チームこまえ） 

・障がい者週間（チームこまえ） 

いよう、改装を行う（地域資源、地域交流） 

・けやきの森学園中学部作品（カレンダー、手作り  

はがき）を café at でいただき、喫茶、展示スペー

スで掲載（地域資源、地域交流） 

・フードドライブ実施（地域資源、地域交流） 

・市役所ロビーでポンテご利用者の活動紹介や、自主

製品の販売を実施（ご利用者参加、地域資源、地域

交流） 

1 月 第１０回ランドマークチーム 

会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームこまえ） 

・谷在家さくらマルシェ 

（チームさくら） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・近隣施設挨拶（チームみずき） 

・こまぱくフェスティバル参加

（チームこまえ） 

・消防セミナー開催 

（チームこまえ） 

・食品販売 

（チームこまえ）★常設販売 

・ポンテ自主製品販売 

（チームこまえ）★常設販売 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認

外部実践報告確認、外部実践報告ふりかえり、活動

記録表確認 

・「こまぱくフェスティバル」紹介記事を掲載 

・谷在家さくらマルシェ＋防災訓練（消火器訓練、 

地震体験車）、レッツダンス実施（ご利用者参加、 

地域交流） 

・フードパントリー実施（地域資源、地域交流） 

・令和６年度につながった施設、関係者に挨拶文を 

送る（地域交流） 

・「こまぱくフェスティバル」に職員、ご利用者で参加

し、自主製品の販売を実施（ご利用者参加、地域  

資源、地域交流） 

・こまほっとで近隣住民と消防署の方におこしいただ

き消防セミナーを開催（地域資源、地域交流） 

・狛江市内の就労継続支援Ｂ型施設で製造している 

ジャム、パウンドケーキをこまほっとで販売（地域

資源、地域交流） 

・「カフェ大好き（調布市）」でポンテご利用者が製造

している自主製品の常設展示販売開始（ご利用者参

加、地域資源、地域交流） 

2 月 第１１回ランドマークチーム 

会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームさくら） 

・子ども食堂（チームさくら） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・近隣生活介護事業所製品の 

チラシ設置（チームみずき） 

・近隣幼稚園のチラシ設置 

（チームみずき） 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認、

外部実践報告確認、活動記録表確認 

・「谷在家さくらマルシェ」、リブインさくら餅つき紹

介記事を掲載 

・子ども食堂実施（地域資源、地域交流） 

・フードパントリー実施（地域資源、地域交流） 

・むさし結いの家（生活介護事業所）で製造している

クッキーのチラシ兼注文書を café at で設置（地

域資源、地域交流） 

・ひまわり幼稚園で開催されるマルシェ、子育て広場

のチラシを café at で設置（地域資源、地域交流） 
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・近隣住民による教室開催 

（チームみずき） 

・画家さんからの寄付 

（チームみずき） 

・近隣特別支援学校中学部作品

へのお礼（チームみずき） 

・地域便りの配達活動 

（チームみずき）★毎月実施 

・近隣住民による生け花教室を café at で開催  

（地域交流、地域資源） 

・café at へ画家の川和様（※café at のお客様  

ですが、お名前、作品の記載および掲載について 

ご承諾いただく）から絵本の寄付をいただき、喫茶、

展示スペースで展示（地域資源、地域  交流） 

・けやきの森学園中学部生徒作品をいただいたお礼

に、café at から寄せ書きを作成し送る（地域交流） 

・ポンテご利用者による地域便り「こまえくぼ」を  

各事業所、公民館への配達活動実施（ご利用者参加、

地域交流） 

3 月 第１２回ランドマークチーム 

会議 

・法人ホームページ記事掲載

（チームみずき） 

・谷在家さくらマルシェ 

（チームさくら） 

・子ども食堂（チームさくら） 

・フードパントリー 

（チームさくら） 

・谷在家保育園来施 

（チームさくら） 

・リブインさくら桜まつり開催

（チームさくら） 

・移動販売業者の拡充 

（チームさくら） 

・地域の絆つくりイベント 

（チームさくら） 

・café at 展示販売スペース 

改装（チームみずき） 

・近隣特別支援学校イベントに

参加（チームみずき） 

・市内美術館イベントパンフ 

レットの設置（チームみずき） 

・障がい児職場体験 

（チームみずき） 

・「ここプロほこみちアート展」

参加（チームこまえ） 

・ご利用者作品展開催 

（チームこまえ） 

・各拠点の地域活動報告、法人ホームページ記事確認

外部実践報告確認、活動記録表確認、令和７年度事

業計画 

・画家の川和様（※café at のお客様ですが、お名前、

作品の記載および掲載についてご承諾いただいて

います）からの絵本寄付についての紹介記事を掲載 

・谷在家さくらマルシェ＋釣りゲーム、輪投げゲーム

実施（ご利用者参加、地域交流） 

・子ども食堂実施（地域資源、地域交流） 

・フードパントリー実施（地域資源、地域交流） 

・谷在家保育園園児がさくらに来施し「お遊戯、合奏」

を披露（ご利用者参加、地域交流） 

・リブインさくらで、桜の花見スペースを確保し、  

近隣住民に向けて開放（ご利用者参加、地域資源、

地域交流） 

・リブインさくらで定期的に開催している移動販売業

者が３月から２社増える（カフェノトリコ※シフォ

ンケーキ、ｗｉｔｈ※おにぎり）（地域資源、地域 

交流） 

・ＫＩＴクラブ２１フレンドリーウォークにリブイン

さくらご利用者、職員が参加（地域交流） 

・café at 展示販売スペースに、丸テーブルを設置 

し、さまざまなお客様がご利用しやすいよう、改装

を行う（地域資源、地域交流） 

・けやきの森学園太鼓部演奏会にご利用者、職員で 

参加し、令和７年度のみずきまつりへの参加依頼を

する（地域交流） 

・café at で府中美術館のイベントパンフレットの 

設置（地域資源、地域交流） 
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・café at 障がい児職場体験実施（地域交流） 

・「ここプロほこみち（駅前の通り）アート展」にご利

用者、職員で参加し、作品展示や販売を実施（ご利

用者参加、地域資源、地域交流） 

・こまほっとでこまえ工房ご利用者の作品展を開催

（ご利用者の参加、地域資源、地域交流） 

 

（２）特記事項   特になし 

 

 

【情報戦略チーム／情報マーケティング部】 

 

１. 重点目標に対する評価 

（１）各拠点およびビジョンチームの発信回数を定め、毎月情報発信状況について確認と調整を  

行い、動きのあるホームページを目指します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①各拠点に編集長を設け、それを取りまと

める総編集長を定めます。 

②ホームページの管理と調整は総編集長が

中心となり行います。 

 

 

 

 

 

③総編集長の取りまとめのもと、情報戦略

チームの取り組み内容を各拠点の編集長が

それぞれの広報会議で共有します。 

④ビジョン特設ページについて、総編集長

が各ビジョンチームからあがった写真と 

記事を最終確認して、ホームページで発信

します。 

①年度初めに決定した編集長および総編集長（デ

ィレクター）体制を、年間とおして維持しました。 

②ホームページ内では、施設紹介の記事の更新、 

各拠点の活動報告、リブインさくらの記事の転載

等を行いました。また、情報公開ページの運用方法

を変更し、事業所ごとの情報開示から法人本部に

よる一元的な情報開示へとひろげました。さらに

採用専用サイトのオープンにともない、採用情報

は専用サイトへのリンクへと変更しました。 

③情報戦略チームの取り組み内容は、各拠点の 

広報委員会においてチームメンバーから共有しま

した。 

④記事進捗スケジュール表を活用し、VISION2028

の各チーム・セクションから提出された記事を計

画的に管理・発信しました。 

通期評価 今後に向けて 

各拠点と VISION2028 について、編集長の設置や

記事発信までの流れの整理、VISION2028 記事発信

に関する記事進捗スケジュール表の作成などを行

い、ホームページにおける活動報告を、途切れること

なく実施することができました。ホームページ上の

活動報告以外の部分については、掲載情報を見直し、

更新しました。グループホームえだまめ開設にとも

定期的な活動報告の発信は継続できてい

ます。この流れを維持しながら、次年度は

発信内容を検討するためのふりかえりの 

時間を設けていきたいと考えています。

また、ＳＮＳ（インスタグラム）による 

発信も行われてきているため、その連携

をすすめることも課題のひとつとなり 
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なう求人案内や、採用専用サイトの開設にともなう

リンク設定なども行いました。動きのあるホームペ

ージにするための取り組みとして、活動報告による

絶え間ない更新と、ホームページ掲載情報の適宜見

直しをおこない、年間をとおして実施できました。 

ます。少しでも戦略的に発信できる体制

をつくることを目指していきます。 

 

（２）ＳＮＳにて情報発信する回数を増やします。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①情報戦略チーム内で担当を決め、担当が

中心となりＳＮＳ発信をスムーズにできる

体制やルールを整えます。 

②担当が中心になってそれぞれの拠点や 

VISION2028 チームでのＳＮＳ活用状況

について報告しあい、ＳＮＳへの取り組み

について情報共有を行います。 

③ＳＮＳをして、それぞれで取り組んでい

ることを地域のひとや職員に知ってもら

い、情報拡散してもらう取り組みをします。 

①ＳＮＳ担当者を定め、拠点ごとの広報会議を 

ベースにＳＮＳ発信をすすめました。 

 

②定例会議内で拠点ごとのＳＮＳ発信内容を共有

し、毎月のレビューを実施しました。 

 

 

③ＳＮＳを活用することで、各拠点の活動や行事、

お知らせをタイムリーに発信しました。 

通期評価 今後に向けて 

令和６年度は、拠点ごとのＳＮＳ発信の体制や発信

内容の違い、発信の有無や滞りを把握し、それぞれの

特徴を理解・共有することに重点をおきました。一方

で、拠点ごとに発信ルールが異なることや、リスク 

管理の線引き、チームとしての発信内容のレビュー

に 関する課題など、情報戦略チームとして情報 

発信の戦略や管理において多くの改善点があること

が明らかになりました。通期評価として、今年度は 

ＳＮＳ発信の現状を正確に把握し、拠点ごとの運用

の違いを整理できました。一方で、共通のルールや 

戦略的な発信体制の確立に向けては今後の改善が 

課題となります。令和７年度に向けて、より統一感の

ある運用をめざし、拠点間の連携を深めながら、戦略

的なＳＮＳ発信の体制を構築していきます。 

今後は、ＳＮＳの発信者が気軽で楽しく

発信できる体制を整えつつ、リスク管理

も同時に行えるルールづくりを速やかに

すすめ、発信の稼働を促します。発信に対

しては、情報戦略チームのメンバーだけ

でなく、他の多くの視点を含めたレビュ

ーを行い、戦略と管理の両面で実践でき

る体制を構築します。 

 

（３）「Ｈｅａｒｔ ｔｏ Ｈｅａｒｔ」を法人設立２５周年の節目に発行します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①情報戦略チーム内に機関広報誌担当を 

決め、担当が中心となり機関広報誌の発行

管理と活用方法の見直しを行います。 

②機関広報誌担当の管理のもと、情報戦略

①機関広報誌担当を決め、担当が中心となり発行

に向け準備しました。法人を知らないひとにも、ど

うしたら興味をもってもらえるか検討しました。 

②各事業所の機関広報誌は、情報戦略チームクラ
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チームクラウドの所定場所に各事業所が 

発行した広報誌を年度ごとに保管していき 

ます。 

③機関広報誌担当が中心となり、広報誌に

関心を持って見ていただくための取り組み

を行います。 

 

 

 

 

 

④機関広報誌担当が中心となり、「Heart  

to  Heart」機関広報誌の発行に向けて 

準備します。 

ウド所定の場所に、事業所ごとに確認し保管して

います。 

③機関広報誌担当が中心となり、法人全体の取り

組みとして「VISION2028」をテーマに掲げ、  

サービス提供チーム・人財部・財務部・情報マーケ

ティング部の組織体制で協力し、広報誌を作成し

ました。この広報誌では、法人の活動や目標を発信

し、関係者に関心を持ってもらうことを目的とし

て情報を提供しました。また、地域社会とのつなが

りに関する内容も盛り込み、地域との関係強化に

努めました。 

④令和７年度 1/21「Heart  to  Heart」機関 

広報誌を発行しました。今回は、VISION2028 

活動内容と足立ブロックでの地域社会とのつなが

りの取り組みを掲載しました。デザイン会社とし

て株式会社パットンファイヴ様を選定し、機関広

報誌発行までのスケジュールを 組み立て、テー

マを決め、各担当の割り振りと原稿作成の依頼を

行い、発行に向けて取り組みました。 

通期評価 今後に向けて 

機関広報誌担当を中心に発行準備を行い、法人を知

らないひとにも興味をもってもらえるよう工夫しま

した。各事業所の機関広報誌は情報戦略チームのク

ラウド上で適切に管理され、確認と保管を統一的に

すすめることができました。法人の取り組みを知ら

せることを目的とし、VISION2028 活動内容や地域

社会とのつながりを意識した構成としました。紙面

の確認や修正には時間を要しましたが、発行 まで

の過程をとおして、デザイン会社との連携、 スケジ

ュール管理、原稿作成依頼、紙面確認・修正といった

一連の機関広報誌制作・発行における作業手順を整

備することができました 

次 回 よ り 、 機 関 広 報 誌 「 Heart  to  

Heart」は年２回の発行となります。初刊

に比べるとスケジュールがタイトになる

ため、発行に向けて計画的にスケジュー

ルを立て、情報戦略チームメンバーと 

協力しながら作成に取り組みます。デザ

イン会社には依頼せず、ＰＤＦ編集ソフ

トを活用して機関広報誌の発行をすすめ

ます。皆さんに、もっと機関広報誌の内容

を理解してもらえるように、必要に応じ

て記事の書き方や見出しのルールを見直

していきます。また、法人内で使う言葉を

統一することで、全体的に分かりやすく、

読みやすい機関広報誌を目指します。 

 

（４）毎年度個人情報使用承諾を確認し、また著作権に配慮した情報の発信を行います。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①情報戦略チーム内に担当を決め、担当が

中心となり進捗状況の確認や管理方法など

の見直しを適時行います。 

①各拠点の進捗状況を定期的に確認し、必要に 

応じて管理方法の見直しをおこないました。９月

と３月には情報戦略チームが中心となり、各拠点
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②法人共通書式による個人情報の使用意向

の確認を、ご利用者について書面にて毎年

度行います。ご利用者の同意のもと、行事や

イベントの画像などを広報に活用させてい

ただきます。 

 

 

 

 

 

③職員の個人情報については入職時に使用

意向を確認し、必要な配慮のもと、広報に使

用していきます。 

 

④上記②③の同意状況について、各事業所

で把握していきます。 

⑤広報で用いるイラストなどについて著作

権に留意した情報発信が適切に行えるよ

う、各拠点の担当部署へ情報戦略チームメ

ンバーが適時説明していきます。 

の状況を把握しました。次年度より活用する新し

い書式について、３月に見直しを行い、適用準備を

すすめました。 

②法人共通書式を活用し、毎年度、ご利用者の個人

情報使用意向を書面で確認しました。承認を得た

写真・動画は広報活動に活用しました。 

「機関広報誌、ホームページ、ＳＮＳ」の項目につ

いて、たとえばホームページでの使用は承認する

がＳＮＳでの使用は承認しないなどの要望があっ

た場合、細かい管理が難しいため、「機関広報誌、

ホームページ、ＳＮＳ」の全項目が承認されなかっ

たものとして対応を統一しました。この方針を 

全拠点へ共有し、運用の統一をはかりました。 

③入職時に職員の個人情報使用意向を確認し、 

広報活用時には適切な配慮をおこないました。 

特別な注意が必要な場合は、管理職層のみが情報

を把握する形で対応しました。 

④ご利用者・職員の同意状況を各拠点で管理し、 

必要に応じて対応方針を統一しました。 

⑤広報で使用するイラストは、株式会社インプレ

スのイラスト集に統一し、各拠点で適切に選定し

ました。情報戦略チームメンバーが各拠点の担当

部署へ著作権について適時説明をおこない、適切

な運用を支援しました。 

通期評価 今後に向けて 

各拠点の進捗確認や管理方法の見直しを行い、次年

度に向けた書式の調整をすすめました。個人情報の

管理では、ご利用者・職員の使用意向を確認し、広報

活用時に適切な対応を行いました。「機関広報誌、 

ホームページ、ＳＮＳ」の管理方針を統一し、全拠点

の運用を統一しました。広報で使用するイラストは

株式会社インプレスのイラスト集に統一し、著作権

管理を徹底しました。これらの取り組みをとおし、 

情報管理の円滑化と広報活動の安定化をすすめる 

ことができました。 

今後も、個人情報の管理や著作権配慮の

取り組みを継続し、安定した運用を維持

します。各拠点での進捗確認を行い、円滑

な情報共有を促進します。また、令和７年

度の新書式導入に向け準備をします。 

ご利用者の個人情報使用意向の確認は統

一対応を継続し、職員の個人情報管理も

適切な配慮を維持します。各拠点の管理

体制を整え、事業所間の情報連携を円滑

に進めていきます。広報活動では、著作権

管理を徹底するため、インプレス社のイ

ラスト集を活用し、適切な情報発信を進

めます。今後も安定した運用を継続し、 

効率的な管理を進めていきます。 
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（５）情報戦略チームにディレクターを決め、全ての取り組み状況を管理します。 

事業計画で掲げた内容 実施状況 

①情報戦略チームリーダーがディレクター

を担い、総合的な統括を行います。 

①ディレクターは会議を進行し、今後の方向性や

決定事項を示しました。情報発信するうえで、  

内容、ルール、リスクマネジメント、コンプライア

ンスを意識させる声かけを行い、担当職員の負担

を考慮しました。進捗は月一回の会議および会議

前の事前確認や都度の電話、クラウドにて共有い

たしました。チーム連携のため、会議やクラウドを

活用いたしました。ホームページ管理を委託して

いる未分離デザイン研究所様に毎回会議に参加し

ていただき、逐次アドバイスを受けながら、最終 

決定はディレクターが行いました。機関広報誌は

VISION2028 の理念に基づき方針を示し、デザイ

ン決定にかかわりました。個人情報使用承諾書に

ついては、統一用語に基づき見直しを行いました。

ホームページやＳＮＳの戦略は現状分析を行うも

具体的な戦略策定まで取り組むことができません

でした。全体として、ディレクターは進捗把握・調

整に努めましたが、ホームページやＳＮＳの戦略

策定においては主導性を十分に発揮できませんで

した。 

通期評価 今後に向けて 

機関広報誌のデザイン選定および個人情報使用承諾

書の統一用語に基づいた文章見直し完了は成果  

です。ディレクターが関係部署との連携を積極的に 

図りました。ホームページやＳＮＳの戦略は具体的

な進展なく、戦略立て、実行にすすめることができな

かったことが課題です。ディレクター制は、会議運営

や情報共有において一定の役割を果たしましたが、

情報戦略全体を十分に引っ張っていくには至らず、

既存の情報発信手段をより効果的に使うことが課題

です。 

ホームページやＳＮＳの戦略について

は、未分離デザイン研究所様にも相談し

ながら、具体的な目標とそれに向けた 

取り組みを考え、実行にすすめていき 

ます。チームメンバーそれぞれのスキル

アップを図り、情報発信をよりひろげて

いきます。ディレクターは、チームメンバ

ーの意見を尊重し、それぞれの力を最大

限に活かせるよう役割分担を行います。

会議や都度のやり取りをとおして連携を

深め、情報戦略全体をにすすめていき 

ます。ディレクターの役割と責任を明確

にし、関係部署との連携も強化していき

ます。 
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２． 活動報告 

（１）実施状況 

日付 活動（会議）名 内容 

4/16 機関広報誌打ち合わせ 令和７年度 1/21 に発行のためのスケジュール作成 

4/18 第１回 情報戦略チーム会議 自 己 紹 介 、 事 業 報 告 す り 合 わ せ 、 法 人 全 体

/VISION2028 情報マーケティング部報告、ホーム 

ページサイト状況確認、ＳＮＳ情報発信状況確認、 

機関広報誌「Heart  to  Heart」リニューアル発行

への取り組み 

4/20 機関広報誌打ち合わせ ページ数の確認、記事内容の確認、発行回数の確認 

5/16 第２回 情報戦略チーム会議 法人全体 /VISION2028 情報マーケティング部  

報告・ホームページサイト状況確認（スライド記事 

状況、VISION2028 チーム記事進捗状況確認、今年

度特設ページ編集長体制の見直し、各拠点ホームペー

ジ内容確認）、ＳＮＳ情報発信状況確認（現在あるＳＮ

Ｓについて把握）、情報戦略チームとしてのＳＮＳを

使った戦略検討）、機関広報誌「Heart  to  Heart」

リニューアル発行への取り組み 

6/18 機関広報誌打ち合わせ ページ構成の確認、業者選定 

6/20 第３回 情報戦略チーム会議 法人全体 /VISION2028 情報マーケティング部  

報告、ホームページサイト状況確認（スライド記事状

況・VISION2028 チーム記事進捗状況更新・トップ

ページの写真の選定・各拠点ホームページ内容確認）、

ＳＮＳ情報発信状況確認（現在あるＳＮＳについて把

握）、情報戦略チームとしてのＳＮＳを使った戦略検

討）、機関広報誌「Heart  to  Heart」リニューアル

発行への取り組み 

7/10 機関広報誌打ち合わせ デザイン会社と印刷会社が決定 

7/12 第４回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告・

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー

ムページ内容確認・縦写真活用方法の見直し）、ＳＮＳ

情報発信状況確認（現在あるＳＮＳについて把握）、 

情報戦略チームとしてのＳＮＳを使った戦略検討、 

ＳＮＳの目的を言語化の検討）、機関広報誌「Heart  

to  Heart」リニューアル発行への取り組み 

8/2 機関広報誌打ち合わせ パットンファイヴ様と打ち合わせ・スケジュール確認 

8/15 第５回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー
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ムページ内容確認・トップページ写真選定最終確認・

えだまめ写真更新）、ＳＮＳ情報発信状況確認（現在 

あるＳＮＳについて把握）、情報戦略チームとしての

ＳＮＳを使った戦略検討、動画管理方法について  

検討）、機関広報誌「Heart  to  Heart」リニュー  

アル発行への取り組み（ルビの確認・依頼する原稿文

字数確認・写真枚数の確認・デザインイメージのすり

合わせ・記事依頼するフォーマット確認） 

9/19 第６回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・今年度特設

ページ編集長体制の見直し・各拠点ホームページ内容

確認・えだまめ写真更新確認）、ＳＮＳ情報発信状況確

認（現在あるＳＮＳについて把握）、情報戦略チームと

してのＳＮＳを使った戦略検討、ＹｏｕＴｕｂｅ管理

や動画管理方法について検討）、機関広報誌「Heart  

to  Heart」リニューアル発行への取り組み、個人情

報使用承諾進捗確認 

10/17 第７回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー

ムページ内容確認・ＳＮＳ情報発信状況確認（現在あ

るＳＮＳについて把握））、情報戦略チームとしてのＳ

ＮＳを使った戦略検討、機関広報誌「Heart  to  

Heart」リニューアル発行への取り組み 

11/21 第８回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー

ムページ内容確認・法人情報公開の進展確認・えだま

めページの新着状況の確認・ＳＮＳ情報発信状況確認

（現在あるＳＮＳについて把握））、情報戦略チームと

してのＳＮＳを使った戦略検討、機関広報誌「Heart  

to  Heart」リニューアル発行への取り組み 

12/18 第９回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー

ムページ内容確認・ＳＮＳ情報発信状況確認（現在あ

るＳＮＳについて把握））、情報戦略チームとしての 

ＳＮＳを使った戦略検討、機関広報誌「Heart  to  

Heart」リニューアル発行への取り組み 
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1/16 第１０回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー

ムページ内容確認・ＳＮＳ情報発信状況確認（現在あ

るＳＮＳについて把握））、ＳＮＳと法人ホームページ

の情報発信の違いの意見交換、機関広報誌「Heart  

to  Heart」リニューアル発行チラシの確認 

2/20 第１１回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー

ムページ内容確認、ＳＮＳ情報発信状況確認（現在 

あるＳＮＳについて把握）、情報発信方法の検討（リス

クマネジメントやコンプライアンスと情報発信の 

楽しさの両立）、機関広報誌「Heart  to  Heart」  

次回以降の調整 

3/20 第１２回 情報戦略チーム会議 法人全体/VISION2028 情報マーケティング部報告、

ホームページサイト状況確認（スライド記事状況・

VISION2028 チーム記事進捗状況確認・各拠点ホー

ムページ内容確認・ＳＮＳ情報発信状況確認（現在あ

るＳＮＳについて把握））、機関広報誌「Heart  to  

Heart」次回以降の調整 

 

（２）特記事項 

    特になし 

 


